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明
代
科
挙
「
性
学
策
」
史
稿
序
田
科
挙
の
設
問
や
答
案
、
す
な
わ
ち
挙
子
の
優
劣
を
定
め
る
意
図
の
も
と
考
官
と
し
て
の
立
場
か
ら
案
出
さ
れ
た
課
題
、
お
よ
び
幾
多
の
競
争
相
手
を
蹴
落
と
し
て
有
司
の
関
心
を
惹
き
合
格
を
捷
ち
取
る
べ
く
創
作
さ
れ
た
文
章
に
も
ま
た
、
一
般
の
史
料
と
同
様
、
歴
史
の
刻
)
印
が
そ
れ
相
応
に
捺
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ
る
以
上
、
そ
ζ
に
一
定
調
の
時
代
性
を
看
取
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
そ
の
際
稿
に
は
、
看
取
す
る
側
の
主
観
が
そ
の
時
代
性
な
る
も
の
を
仮
構
し
か
史
ね
な
い
こ
と
に
対
し
つ
ね
に
自
戒
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
さ
町
配
れ
ば
こ
そ
当
該
の
文
献
か
ら
史
料
的
価
値
を
引
き
出
す
た
め
に
は
如
畔
何
な
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
本
稿
は
、
か
か
る
問
題
意
識
の
軒
も
と
、
明
代
の
科
挙
関
連
文
献
の
な
か
で
も
「
性
学
策
」
と
い
っ
た
科
類
型
で
括
り
う
る
一
群
の
文
章
に
分
析
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
開
受
験
参
考
書
と
し
て
元
明
両
朝
に
版
を
重
ね
、
さ
ら
に
「
四
庫
全
l
書
総
目
』
(
巻
一
一
ニ
五
、
子
部
類
書
類
)
が
「
其
の
書
も
亦
た
専
ら
科
4
挙
の
為
に
し
て
設
け
ら
る
る
と
離
も
」
、
「
考
証
家
」
の
資
助
と
な
る
浦
秀
故
事
も
そ
こ
に
は
記
さ
れ
る
と
評
し
た
『
源
流
至
論
』
、
元
朝
延
祐
四
年
ロ
口
の
刻
本
で
言
え
ば
『
新
築
決
科
古
今
源
流
至
論
』
前
後
続
別
四
集
の
続
集
第
一
巻
は
、
北
宋
周
敦
願
(
漉
渓
)
の
「
太
極
図
」
や
張
載
(
横
渠
)
の
「
西
銘
」
か
ら
始
め
て
次
に
「
性
学
」
と
「
心
学
」
の
二
項
目
を
置
き
、
そ
れ
ら
の
概
念
を
例
示
的
に
解
説
す
到
。
き
れ
ば
該
書
の
序
文
が
書
か
れ
た
南
宋
嘉
照
元
年
足
勾
頃
に
は
、
「
性
学
」
が
、
科
挙
の
設
問
と
り
わ
げ
論
題
や
策
題
に
答
え
る
う
え
で
事
前
に
習
得
す
べ
き
学
問
類
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
人
び
と
の
認
知
を
得
て
い
た
と
推
断
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
意
識
が
元
朝
の
人
士
に
も
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
、
右
の
刻
本
を
そ
の
証
左
と
し
、
ま
た
宮
紀
子
氏
が
す
で
に
考
察
を
加
え
ら
れ
た
挙
業
書
で
あ
る
、
『
太
平
金
鏡
策
』
巻
首
附
載
の
『
答
策
秘
訣
』
が
、
同
書
を
刊
行
し
た
建
安
日
進
堂
の
劉
錦
文
に
よ
る
至
豆
九
年
ロ
怠
七
月
執
筆
の
欧
文
を
載
せ
る
と
と
も
に
元
朝
科
挙
の
策
題
を
十
二
に
分
類
し
、
そ
の
第
四
番
目
に
「
性
学
」
と
の
項
目
を
立
て
て
当
該
類
型
の
設
聞
に
対
す
る
解
答
の
ツ
ボ
を
教
示
す
る
こ
と
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
。
「
性
学
」
と
い
う
範
暗
に
は
、
『
源
流
至
論
』
も
例
示
す
る
と
お
り
、
2
孔
孟
以
降
、
宋
儒
に
至
る
各
種
の
性
読
が
含
ま
れ
、
就
中
、
性
即
理
4
説
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
性
善
説
が
、
そ
の
体
系
の
核
心
を
な
す
。
た
だ
し
『
答
策
秘
訣
』
「
性
学
」
項
が
、
そ
こ
に
「
道
統
」
と
「
諸
儒
伝
授
」
と
い
う
細
目
を
設
け
る
ご
と
く
、
性
説
周
辺
の
学
問
お
よ
び
そ
れ
ら
の
学
説
の
継
承
関
係
を
も
併
せ
て
「
性
学
」
と
す
る
認
識
も
存
在
す
る
。
つ
ま
り
「
性
学
」
概
念
は
広
狭
両
様
な
の
で
あ
り
、
明
朝
人
士
に
よ
る
理
解
も
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
る
。
本
論
は
そ
の
な
か
で
も
『
秘
訣
』
の
緩
や
か
な
認
識
に
従
い
、
明
代
の
科
挙
に
お
け
る
「
性
学
策
」
関
連
の
問
題
や
答
案
を
拾
い
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
史
的
展
開
を
あ
と
づ
け
る
。
黄
宗
裁
の
「
明
儒
学
案
発
凡
」
は
、
明
朝
に
あ
っ
て
そ
の
文
芸
や
政
治
的
功
績
は
前
の
時
代
に
引
け
を
取
る
が
、
た
だ
理
学
だ
け
は
前
代
を
し
の
ぐ
と
す
る
。
明
代
学
術
史
の
主
軸
は
性
理
学
だ
と
い
う
の
で
あ
り
、
き
れ
ば
こ
こ
に
、
「
性
学
策
」
の
展
開
か
ら
は
、
明
代
思
想
の
演
変
に
関
わ
る
何
ら
か
の
動
因
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
だ
、
と
の
予
断
を
提
示
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
模
倣
の
反
復
(
永
楽
か
ら
天
順
ま
で
E
S
E
E
S
五
経
・
四
書
・
性
理
よ
り
成
る
永
楽
の
三
大
全
が
、
元
朝
後
半
に
撰
述
さ
れ
た
註
釈
書
や
性
理
学
書
の
焼
き
直
し
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
三
大
全
は
永
楽
十
五
年
広
見
天
下
の
学
校
に
頒
布
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
明
代
の
人
士
は
、
か
か
る
編
著
を
科
挙
の
標
準
と
し
て
学
習
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
元
朝
の
学
者
が
体
系
化
し
た
朱
子
学
を
習
得
す
る
こ
と
が
、
特
定
的
に
公
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
行
為
を
科
挙
受
験
の
入
力
作
業
と
表
現
す
る
な
ら
ば
、
出
力
の
場
も
ま
た
乙
の
入
口
に
相
応
し
く
設
定
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
元
朝
の
科
挙
に
お
い
て
既
出
の
問
題
が
、
少
な
く
と
も
明
朝
「
性
学
策
」
の
場
面
で
は
繰
り
返
し
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宮
紀
子
氏
は
、
元
末
に
編
纂
さ
れ
た
挙
業
書
で
あ
る
『
類
編
歴
挙
三
場
文
選
」
を
検
討
し
、
ヲ
」
の
書
物
の
各
種
の
分
冊
が
明
代
に
重
刊
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
該
書
の
持
続
的
必
要
性
を
物
語
る
、
と
指
摘
さ
れ
た
。
以
下
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
庚
集
「
古
賦
」
と
壬
集
「
対
策
」
合
装
版
を
用
い
、
元
朝
「
性
学
策
」
の
概
要
を
確
認
し
て
お
く
。
庚
壬
両
集
と
も
に
全
八
巻
、
壬
集
の
第
一
巻
は
元
朝
科
挙
の
第
一
科
で
あ
る
延
祐
元
年
尽
に
郷
試
と
二
年
会
試
そ
れ
ぞ
れ
の
策
聞
と
対
策
を
載
せ
、
第
八
科
元
統
三
年
口
組
郷
試
の
問
題
と
解
答
を
収
め
る
第
八
巻
に
至
る
。
そ
の
総
数
は
、
策
問
が
郷
試
二
十
一
一
週
、
会
試
七
題
、
対
策
が
郷
試
三
十
八
題
、
会
試
十
六
題
で
あ
り
、
採
録
の
対
象
と
な
っ
た
郷
試
は
、
江
漸
・
江
西
・
湖
広
の
そ
れ
で
あ
る
。
問
題
の
分
量
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
う
し
た
策
問
の
全
題
を
、
同
書
の
「
目
録
」
は
数
文
字
か
ら
二
十
字
程
度
の
一
文
に
要
約
す
る
。
そ
の
な
か
で
「
性
学
策
」
の
範
鴎
に
入
る
と
判
断
で
き
る
も
の
は
、
以
下
の
三
間
で
あ
り
、
「
目
録
」
所
掲
の
問
題
文
も
合
わ
せ
て
示
す
。
①
延
祐
七
年
H
U
M
-
江
西
郷
試
・
「
問
河
図
洛
書
・
太
極
図
・
皇
極
経
世
書
同
異
」
。
②
泰
定
三
年
H
U
8
湖
広
郷
試
・
「
問
孟
子
周
子
本
無
二
道
、
易
与
太
極
図
初
無
二
理
」
。
③
至
順
四
年
民
自
会
試
ぃ
「
問
易
書
詩
春
秋
及
先
儒
諸
書
」
。
①
②
の
試
験
内
容
は
目
録
の
一
文
か
ら
で
も
推
察
可
能
で
あ
り
、
実
際
そ
の
要
約
は
正
し
い
。
た
だ
し
③
の
一
文
に
は
解
説
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
こ
の
策
聞
は
、
「
易
書
詩
春
秋
は
:
:
:
敢
て
議
せ
ざ
る
所
」
と
し
た
う
え
で
、
宋
代
諸
儒
の
書
物
に
つ
い
て
の
み
質
問
す
る
。
周
澱
渓
の
『
太
極
図
』
を
め
ぐ
る
朱
藁
(
朱
子
)
・
陸
九
淵
(
象
山
)
聞
の
論
争
、
お
よ
び
そ
の
図
と
か
れ
の
『
易
通
』
と
の
異
問
、
張
横
渠
の
『
正
蒙
」
な
い
し
『
西
銘
』
に
対
す
る
程
子
の
評
価
、
司
馬
)
光
の
『
潜
虚
』
に
対
す
る
後
世
の
批
判
、
以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
剖
て
見
解
の
提
示
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
題
の
策
問
は
、
朱
パ
い
子
が
そ
の
思
想
的
先
駆
者
と
し
て
尊
ん
だ
北
宋
諸
子
の
学
問
な
い
し
史
書
物
に
関
す
る
評
価
を
、
受
験
生
に
問
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
創
は
、
上
記
『
答
策
秘
訣
」
「
性
学
」
の
細
目
に
合
致
し
よ
う
。
で
は
、
畔
か
か
る
設
聞
を
明
代
の
「
性
学
策
」
は
如
何
に
利
用
し
た
の
か
。
円
永
楽
九
年
ニ
ロ
応
天
府
郷
試
の
主
考
官
を
つ
と
め
た
胡
広
〔
9〕
科
区
叫
D
l
E
H
∞
の
文
集
に
は
、
こ
の
時
の
策
問
全
五
題
が
載
る
。
か
れ
は
聞
こ
の
郷
試
策
問
第
五
聞
に
お
い
て
、
道
統
継
承
者
と
し
て
の
周
澱
渓
3
と
二
程
(
程
穎
・
程
願
)
と
の
位
置
づ
け
を
ま
ず
問
い
、
次
い
で
『
太
4
極
図
』
と
部
落
の
『
皇
極
経
世
書
』
に
見
え
る
先
天
図
と
の
異
同
を
た
ず
ね
た
。
ま
た
永
楽
十
三
年
区
民
会
試
の
策
問
は
、
そ
の
問
題
文
が
抄
録
さ
れ
た
形
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
第
三
聞
は
「
周
部
之
図
・
朱
陸
之
弁
」
で
あ
る
。
「
太
極
図
』
に
関
す
る
策
題
に
は
、
そ
れ
を
『
西
銘
」
と
比
較
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
二
書
の
異
同
を
問
う
宣
徳
八
年
E
u
u
会
試
策
問
の
第
三
聞
が
そ
れ
で
あ
り
、
賞
墳
に
よ
る
程
策
は
、
「
西
銘
の
理
一
と
、
(
太
極
)
図
の
所
謂
る
太
極
、
通
書
の
所
謂
る
誠
と
は
、
出
且
に
異
な
る
こ
と
有
ら
ん
哉
」
と
主
張
し
た
。
「
程
策
」
と
は
、
科
挙
の
模
範
答
案
を
意
味
す
る
「
程
文
」
の
な
か
で
も
、
策
題
に
対
す
る
答
案
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
『
大
学
』
と
『
中
庸
』
と
で
は
心
性
両
概
念
に
関
す
る
表
現
が
異
な
る
。
ヲ
」
の
事
実
は
、
宋
儒
の
書
物
に
対
す
る
上
記
の
設
問
と
同
様
、
元
明
両
朝
の
科
挙
に
お
い
て
恰
好
の
出
題
材
料
と
な
っ
た
。
た
だ
し
元
朝
の
場
合
、
そ
れ
は
策
題
と
し
て
で
は
な
く
、
四
書
疑
の
問
題
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
泰
定
元
年
広
忠
の
自
序
を
冠
す
る
薪
鐙
の
『
図
書
待
問
』
二
十
二
巻
は
、
四
書
各
自
お
よ
び
相
互
間
の
様
々
な
「
疑
問
」
を
挙
げ
、
そ
の
解
答
例
を
示
す
。
自
序
に
よ
れ
ば
、
所
収
の
問
答
は
す
べ
て
「
先
儒
の
遺
言
緒
論
、
及
び
時
文
の
師
説
に
倍
か
ざ
る
も
の
」
に
由
来
し
、
質
問
の
総
数
は
「
五
百
四
十
」
で
あ
る
。
該
書
は
、
閏
目
頭
の
五
巻
を
用
い
て
四
書
相
互
に
お
け
る
主
要
概
念
の
異
同
や
姐
障
を
示
し
、
そ
の
第
七
番
目
の
問
題
と
し
て
、
「
大
学
言
心
不
量
一
口
性
、
中
庸
言
性
不
言
心
」
と
の
一
文
を
挙
げ
る
。
至
治
元
年
H
U
N
H
の
自
序
を
持
つ
裳
俊
翁
『
四
書
疑
節
』
(
四
庫
全
書
本
)
巻
4
十
二
も
ま
た
、
「
中
庸
言
性
、
大
学
不
言
性
而
言
心
」
と
の
項
目
を
立
4
て
、
そ
れ
に
答
え
る
文
章
を
載
せ
て
い
る
。
上
記
二
点
の
書
名
は
楊
士
奇
『
文
淵
閣
書
目
」
巻
四
に
も
著
録
さ
れ
る
。
こ
の
書
目
の
「
題
本
」
は
正
統
六
年
区
白
に
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
戸
つ
宣
徳
五
年
E
8
の
会
試
策
問
第
三
間
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
質
問
が
示
さ
れ
る
。
「
大
学
曽
子
之
書
、
一
言
心
而
不
及
性
、
中
庸
子
恩
之
書
、
言
性
而
不
及
心
、
説
者
謂
二
番
相
表
裏
、
而
言
之
不
同
如
此
、
可
得
而
明
弁
敗
、
凡
其
言
心
者
十
一
、
一
号
一
一
同
性
者
有
十
、
為
義
可
析
而
詳
隙
之
欺
」
。
こ
の
時
の
会
試
録
が
、
策
間
五
題
の
な
か
右
の
第
三
問
、
お
よ
び
第
五
問
へ
の
程
策
を
掲
載
し
て
い
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。
試
録
に
お
け
る
程
文
の
掲
載
は
洪
武
二
十
一
年
ロ
お
の
会
試
か
ら
始
ま
り
、
『
皇
明
貢
挙
考
』
を
通
覧
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
後
こ
の
行
為
は
「
前
例
」
と
し
て
踏
襲
さ
れ
た
。
だ
が
宣
徳
五
年
会
試
の
主
考
官
で
あ
る
王
英
と
銭
習
礼
は
、
当
該
程
策
の
刊
行
を
見
送
っ
た
。
こ
の
例
外
的
な
態
度
か
ら
、
明
代
「
性
学
策
」
に
生
じ
て
い
た
或
る
種
の
傾
向
が
う
か
が
え
そ
う
で
あ
る
。
丘
溶
E
N
H
l
g
は
、
成
化
弘
治
の
際
に
は
完
成
し
て
い
た
そ
の
『
大
学
術
義
補
』
に
、
程
文
に
つ
い
て
、
「
文
章
が
模
範
と
す
べ
き
な
ら
ば
刊
刻
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
し
な
い
。
分
量
の
多
寡
は
等
し
く
す
る
必
要
が
な
い
。
試
験
官
が
受
験
生
に
代
わ
っ
て
作
文
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
(
文
有
可
為
程
式
者
則
刻
、
無
則
否
、
或
多
或
寡
、
不
必
斉
問
、
不
許
代
挙
子
作
)
」
と
記
し
た
。
こ
の
主
張
を
含
む
か
れ
の
文
章
は
、
当
時
の
科
挙
を
批
判
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
そ
ヲ
」
に
は
、
受
験
生
の
文
章
で
あ
る
べ
き
程
文
が
、
か
れ
の
当
時
、
考
官
に
よ
っ
て
「
代
作
」
さ
れ
て
い
る
実
態
も
、
以
下
の
と
お
り
述
べ
ら
れ
る
。
「
正
統
・
景
泰
以
前
、
所
刻
程
文
、
皆
土
子
親
筆
、
有
司
梢
加
潤
色
耳
、
近
日
多
是
考
官
代
作
、
甚
至
挙
子
無
一
言
於
其
問
、
殊
非
設
科
之
本
意
」
。
英
宗
の
正
統
年
間
に
先
立
つ
の
が
宣
宗
の
宣
徳
年
間
で
あ
る
。
当
時
す
で
に
、
少
な
く
と
も
「
性
学
策
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
類
型
的
に
把
握
す
る
認
識
が
通
行
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
受
験
生
か
ら
す
れ
ば
、
も
は
や
解
答
困
難
な
策
題
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
実
態
は
、
模
範
と
す
る
に
は
足
り
な
い
陳
腐
限
劣
な
答
案
ば
か
り
が
提
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
正
統
十
年
に
お
会
試
策
問
の
第
二
問
は
、
歴
代
の
性
論
に
つ
い
て
問
う
。
書
経
・
中
庸
・
孔
子
・
孟
子
の
性
論
を
示
し
た
の
ち
、
萄
子
・
揚
雄
・
韓
愈
に
触
れ
、
「
近
世
の
儒
者
も
亦
た
性
に
未
だ
善
悪
あ
ら
ず
と
謂
う
も
の
あ
り
、
文
た
性
に
普
惑
な
し
と
謂
う
も
の
あ
り
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
諸
説
の
当
否
と
そ
れ
ら
を
「
折
衷
」
す
る
要
点
と
を
た
ず
ね
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
会
試
第
八
名
合
格
の
張
翰
に
よ
る
程
策
は
、
「
性
の
本
然
」
と
そ
れ
が
「
気
質
」
に
拘
束
さ
れ
た
状
態
と
の
区
別
を
基
準
に
、
歴
代
の
性
説
を
整
然
と
比
較
す
る
。
質
問
に
言
う
「
近
世
の
儒
者
」
に
関
し
て
も
、
そ
の
前
者
を
眉
山
蘇
氏
、
後
者
を
五
隣
胡
氏
、
と
明
確
に
答
え
た
。
こ
う
し
た
知
識
は
四
書
大
全
な
い
し
性
理
大
全
書
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
程
策
は
、
ま
さ
し
く
優
等
の
作
品
で
あ
る
。
同
考
官
謝
礎
に
よ
る
批
語
も
、
「
性
理
の
学
、
作
者
少
な
か
ら
ざ
る
も
、
但
だ
此
を
挙
げ
れ
ば
彼
を
遺
る
る
者
多
し
会
。
此
の
篇
は
条
答
明
白
、
平
日
に
諮
賞
す
る
と
と
あ
る
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
能
わ
ざ
る
也
」
と
言
う
。
性
理
学
に
関
す
る
「
作
者
」
の
多
さ
は
、
=
一
大
全
の
浸
透
を
反
映
す
る
。
し
か
し
さ
れ
ば
こ
そ
、
習
得
さ
れ
る
知
識
に
は
、
そ
の
質
量
と
も
に
差
が
生
じ
て
い
た
。
天
順
元
年
E
勾
会
試
策
関
の
第
二
聞
は
、
「
問
、
天
下
之
理
、
一
也
、
若
易
書
詩
春
秋
礼
楽
、
其
為
教
雌
不
問
、
而
其
理
果
同
欺
、
:
:
:
誠
欲
会
六
経
四
書
・
太
極
図
説
・
通
審
・
西
銘
為
一
理
、
亦
有
一
言
一
)
可
以
尽
蓋
其
義
欺
」
と
た
ず
ね
る
。
上
述
し
た
正
統
十
年
の
策
問
に
一
司
言
う
「
性
」
を
「
理
」
に
替
え
た
か
の
ご
と
き
設
問
で
あ
り
、
果
た
恥
し
て
程
策
に
は
、
「
千
古
聖
賢
之
書
、
性
之
一
言
、
皆
足
以
尽
蓋
其
義
」
史
と
の
一
文
が
見
え
る
。
策
関
所
掲
の
諸
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
性
知
即
理
説
の
個
別
的
展
開
と
し
て
統
括
す
る
の
で
あ
り
、
む
ろ
ん
そ
の
畔
際
に
は
個
別
的
な
例
証
も
示
し
て
い
る
。
易
の
「
陰
陽
」
に
関
し
て
析
は
「
天
命
之
賦
於
吾
心
之
仁
義
礼
智
也
」
、
書
の
「
道
心
」
は
「
吾
心
淵
之
天
性
也
」
と
言
い
、
「
大
学
之
明
徳
、
論
語
之
仁
、
非
吾
心
所
具
之
附
理
乎
」
な
ど
と
記
す
の
で
あ
る
。
か
く
も
典
型
的
な
程
策
だ
が
、
し
5
か
し
そ
こ
に
は
作
者
名
が
記
さ
れ
な
い
。
『
皇
明
貢
挙
考
』
巻
一
「
挙
4
人
程
文
」
の
項
目
に
「
毎
篇
、
挙
人
の
姓
名
及
び
考
官
の
批
語
を
書
す
」
と
註
記
さ
れ
る
点
か
ら
言
え
ば
、
無
記
名
は
異
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
会
試
の
主
考
官
は
醇
還
と
呂
原
と
で
あ
り
、
策
問
第
二
問
の
出
題
者
は
、
醇
喧
ロ
g
l
E
S
だ
と
み
な
せ
る
。
か
れ
は
こ
の
程
策
に
対
し
、
「
聖
賢
の
書
は
本
よ
り
一
理
、
此
の
策
は
能
く
之
を
発
明
す
。
允
に
有
学
の
土
た
り
」
と
の
批
語
を
附
す
。
し
か
し
程
策
を
無
記
名
と
し
た
の
は
、
答
案
に
加
え
た
「
潤
色
」
が
過
度
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
か
れ
が
「
代
作
」
し
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
闘
再
錫
区
民
laに
よ
る
醇
遭
「
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
宣
徳
年
間
以
降
、
か
れ
は
性
理
大
全
書
を
味
読
し
つ
つ
体
得
で
き
た
事
柄
を
ノ
l
ト
に
書
き
溜
め
て
お
り
、
そ
の
蓄
積
と
し
て
か
れ
の
主
著
「
読
書
録
』
が
あ
る
と
い
う
。
該
書
か
ら
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
探
し
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
同
書
巻
二
所
収
の
連
続
し
た
=
一
条
の
文
章
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
、
上
記
程
策
の
主
張
と
軌
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
万
理
之
名
雄
多
不
過
一
性
」
。
「
性
之
一
言
足
以
該
衆
理
」
。
「
朱
子
謂
孟
子
七
篇
皆
不
能
外
性
善
之
一
言
、
窃
意
宣
独
孟
子
七
篇
哉
、
学
者
黙
識
而
芳
通
之
、
則
雄
諸
経
之
所
言
、
皆
不
外
於
是
理
由
究
」
。
醇
遣
は
、
天
順
元
年
会
試
の
試
験
第
二
場
、
論
の
作
題
に
際
し
て
も
そ
れ
を
主
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
時
の
論
題
は
「
中
正
仁
義
而
主
静
」
で
あ
り
、
出
典
は
『
太
極
図
説
』
の
「
聖
人
定
之
以
中
正
仁
義
市
主
静
、
立
人
極
駕
」
で
あ
る
。
『
図
説
』
に
対
す
る
朱
子
の
「
解
」
は
、
「
故
聖
人
中
正
仁
義
、
動
静
周
流
、
而
其
動
也
必
主
乎
6
静
」
と
い
う
も
の
。
す
べ
て
性
理
大
全
書
(
巻
こ
に
も
収
載
さ
れ
、
4
大
全
は
さ
ら
に
「
周
子
之
言
主
静
、
乃
就
中
正
仁
義
而
言
、
以
正
対
中
則
中
為
重
、
以
義
配
仁
則
仁
為
本
爾
、
非
四
者
之
外
、
別
有
主
静
一
段
事
也
」
と
い
っ
た
言
葉
な
ど
を
註
記
す
話
。
醇
喧
は
、
か
か
る
論
題
の
程
論
に
対
し
以
下
の
よ
う
な
批
垣
間
を
附
し
た
。
「
周
子
以
聖
人
全
中
正
仁
義
、
動
静
之
徳
、
常
以
中
仁
之
動
、
主
正
義
之
静
、
作
者
多
以
中
正
仁
義
四
者
主
静
、
是
於
正
義
之
外
、
別
有
一
段
主
静
工
夫
也
、
失
本
旨
失
、
惟
此
篇
能
融
会
周
子
之
意
而
成
文
、
必
嘗
潜
心
於
本
領
之
学
者
、
三
復
起
敬
」
。
批
語
は
、
答
案
の
多
く
が
「
中
正
仁
義
」
そ
れ
ぞ
れ
に
「
主
静
」
の
実
践
を
想
定
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
周
子
の
主
旨
か
ら
の
逸
脱
と
み
な
す
。
上
記
大
全
の
註
記
に
依
拠
し
た
判
断
で
あ
り
、
『
読
書
Am》
録
』
か
ら
も
と
れ
と
同
案
の
文
章
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
程
論
そ
れ
自
体
に
い
わ
ば
正
答
が
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
批
諮
に
よ
る
誤
答
の
解
説
は
蛇
足
の
観
が
あ
る
。
異
例
と
言
っ
て
も
良
く
、
そ
し
て
こ
の
程
論
に
も
作
者
名
が
記
さ
れ
な
い
。
要
す
る
に
醇
喧
は
、
か
れ
の
主
観
に
沿
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
あ
る
べ
き
学
問
の
姿
を
体
現
す
る
程
文
の
刊
刻
を
欲
し
た
。
と
こ
ろ
が
受
験
生
の
答
案
か
ら
は
そ
う
し
た
文
章
が
見
い
だ
せ
ず
、
そ
乙
で
か
れ
は
、
試
録
に
何
ら
か
の
手
を
加
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
か
れ
の
当
時
、
考
官
に
よ
る
程
文
の
代
作
は
一
般
化
し
始
め
て
い
た
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
、
程
文
に
は
受
験
者
名
の
冠
せ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
醇
澄
は
そ
の
風
潮
に
あ
ら
が
い
、
無
記
名
と
い
う
方
法
を
選
択
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
朝
に
お
け
る
応
挙
の
士
に
と
っ
て
三
大
全
は
必
読
の
書
物
で
あ
り
、
ま
た
初
場
四
書
義
は
必
須
の
科
目
で
あ
る
以
上
、
性
理
学
的
知
識
が
早
く
か
ら
士
太
夫
社
会
に
浸
透
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
「
性
学
策
」
に
対
し
て
は
、
過
不
足
な
い
解
答
の
仕
方
が
流
通
し
て
も
い
た
。
そ
も
そ
も
考
官
の
側
が
元
朝
以
来
の
設
問
を
一
利
用
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
考
官
と
挙
子
そ
の
双
方
に
、
性
理
学
的
知
識
を
類
型
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
思
考
の
枠
組
み
に
安
住
す
る
よ
う
な
心
性
が
形
成
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。
同
じ
時
期
、
科
挙
に
お
け
る
論
策
の
軽
視
と
い
う
風
潮
が
存
在
し
た
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
う
る
の
が
、
答
案
の
み
な
ら
ず
設
問
そ
れ
自
体
の
形
骸
化
で
あ
り
、
そ
れ
を
惹
起
さ
せ
る
土
壌
と
し
て
、
右
の
心
性
の
存
在
を
想
定
す
る
己
と
が
で
き
よ
う
。
少
な
く
と
も
「
性
学
策
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
事
態
を
憂
慮
す
る
考
官
も
、
む
ろ
ん
存
在
し
た
。
そ
の
か
れ
ら
の
採
っ
た
対
処
法
が
、
た
と
え
ば
程
文
の
不
刊
刻
あ
る
い
は
作
者
名
の
不
掲
載
で
あ
る
。
そ
の
異
例
さ
は
人
び
と
の
目
を
奪
っ
た
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
か
れ
ら
の
行
為
が
受
動
的
な
抵
抗
と
い
う
形
を
取
っ
た
点
に
こ
そ
、
如
上
、
模
倣
す
る
心
性
の
盟
醸
と
そ
の
浸
潤
と
が
象
徴
的
に
看
取
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
原
著
の
受
容
(
成
化
と
私
治
・
正
徳
E
S
I
H日
NH)
井
上
進
氏
が
紹
介
さ
れ
た
と
お
り
、
弘
治
十
二
年
E
S
十
二
月
、
許
天
錫
は
、
人
び
と
が
学
ぶ
べ
き
書
籍
を
王
朝
が
指
定
し
、
「
其
の
余
の
晩
宋
文
字
、
及
び
京
華
日
紗
・
論
範
・
論
草
・
策
略
・
策
海
・
文
衡
・
文
髄
・
主
意
・
諮
章
の
類
、
凡
そ
煩
燈
の
余
に
得
る
者
は
、
悉
く
皆
な
根
本
を
断
絶
し
、
前
の
似
く
混
雑
刊
行
す
る
を
許
さ
ざ
れ
」
と
〔
mv
訴
え
た
。
こ
こ
に
「
煩
燈
の
余
」
と
言
う
の
は
、
同
年
発
生
し
た
福
建
建
陽
の
書
坊
に
お
け
る
火
災
で
焼
失
し
た
「
古
今
書
板
」
の
、
そ
の
残
余
を
指
す
。
沈
澄
撰
述
の
『
京
華
日
紗
』
と
は
「
成
化
以
前
は
刻
本
の
時
文
な
き
」
情
況
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
挙
業
書
で
あ
る
、
と
)
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
(
巻
二
十
七
、
嘉
靖
後
半
成
書
)
に
記
さ
れ
る
こ
一
却
と
も
、
井
上
氏
は
附
言
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
併
せ
て
、
成
化
か
ら
稿
弘
治
へ
と
進
む
時
期
、
幾
多
の
受
験
参
考
書
が
正
統
的
な
経
書
や
史
史
書
に
「
混
雑
」
し
て
流
行
し
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
弘
治
三
年
制
区
ぎ
か
ら
四
年
に
か
け
て
南
京
国
子
監
祭
酒
を
勤
め
た
謝
鐸
も
ま
悼
た
、
当
時
、
挙
業
書
以
外
は
一
瞥
も
く
れ
な
い
学
生
の
読
書
傾
向
を
円
慨
嘆
し
、
「
京
華
日
紗
を
読
ま
ざ
れ
ば
則
ち
主
意
を
読
み
、
源
流
至
論
科
を
読
ま
ざ
れ
ば
則
ち
提
綱
を
読
む
。
甚
だ
し
き
者
は
経
史
の
何
の
書
附
た
る
か
を
知
ら
ず
」
と
上
書
し
一
回
。
で
は
、
か
か
る
時
期
の
「
性
学
7
策
」
に
は
如
何
な
る
展
開
が
う
か
が
え
る
の
か
。
右
の
上
奏
文
が
批
4
判
す
る
挙
子
の
実
態
も
ま
た
、
そ
の
展
開
の
一
斑
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
上
掲
の
挙
業
書
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
学
的
な
調
査
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
と
で
は
そ
の
な
か
の
一
点
「
策
略
」
に
注
目
し
た
い
。
同
名
(
お
}
の
書
物
が
そ
も
そ
も
蘇
献
に
あ
り
、
ま
た
明
代
に
は
「
梁
氏
策
略
」
な
【
mv
る
挙
業
書
も
存
在
し
た
が
、
正
統
元
年
に
同
町
の
会
元
に
し
て
探
花
で
あ
っ
た
劉
定
之
E
S
l
g
所
撰
の
「
策
略
」
を
、
上
奏
文
中
の
「
策
略
」
に
比
定
し
て
お
く
。
学
生
時
代
の
劉
定
之
は
旧
来
の
挙
業
書
に
満
足
せ
ず
自
作
の
参
考
書
を
編
ん
だ
。
挙
人
と
な
っ
た
か
れ
は
一
時
後
進
を
指
導
す
る
機
会
を
得
、
進
士
登
第
の
の
ち
繋
淳
ENωl申
N
の
書
室
で
偶
然
発
見
し
た
の
が
件
の
参
考
書
、
す
な
わ
ち
「
策
略
」
で
【
幻
}
あ
る
。
そ
の
第
二
巻
に
は
、
「
問
、
心
性
道
徳
、
聖
賢
之
論
詳
会
、
大
学
言
心
不
吾
=
一
一
同
性
、
中
庸
一
言
性
不
言
心
、
何
与
」
と
い
っ
た
設
問
の
も
と
に
、
下
記
の
よ
う
な
一
言
葉
を
含
む
模
擬
答
案
が
載
る
。
「
心
之
与
性
、
初
非
二
物
也
、
故
大
学
言
心
不
雷
同
性
、
而
性
在
其
中
、
朱
子
於
大
学
序
言
性
独
詳
者
、
此
也
、
中
庸
言
性
不
-
=
一
甲
山
、
市
心
在
其
中
、
朱
子
於
中
庸
序
一
盲
心
独
詳
者
、
此
也
、
次
ぎ
に
成
化
七
年
区
白
広
西
郷
試
の
策
問
第
四
問
に
対
す
る
程
〔担
策
の
一
節
を
紹
介
す
る
。
前
者
と
の
類
似
性
に
着
目
し
た
い
。
「
大
学
言
心
、
則
性
在
其
中
、
朱
子
序
文
所
謂
天
降
生
民
、
則
既
莫
不
与
之
以
仁
義
礼
知
之
性
、
是
己
、
中
庸
言
性
、
則
心
在
其
中
、
朱
子
序
文
有
謂
、
雄
上
智
不
能
無
人
心
、
是
己
」
。
こ
の
試
験
の
策
題
第
四
聞
は
、
「
問
う
、
大
学
・
中
庸
は
乃
ち
聖
賢
8
伝
心
の
要
典
也
」
と
始
ま
り
、
『
大
学
』
の
明
徳
お
よ
び
そ
の
「
補
伝
」
4
の
敬
と
『
中
庸
』
の
性
お
よ
び
誠
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
を
た
ず
ね
る
。
こ
の
問
い
に
対
し
程
策
が
直
接
的
な
解
答
を
記
し
て
い
る
の
は
勿
論
で
あ
り
、
主
考
官
の
ひ
と
り
で
あ
る
単
語
も
、
そ
の
批
語
に
「
学
庸
の
同
異
処
を
条
答
し
、
略
と
し
て
遺
滞
な
し
」
と
称
え
た
。
き
れ
ば
如
上
、
心
性
概
念
の
差
異
に
関
す
る
言
及
は
程
策
に
花
を
添
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
修
辞
的
な
場
面
に
お
い
て
も
ま
た
、
程
文
は
挙
業
書
か
ら
の
情
報
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
該
策
閉
そ
れ
自
体
が
既
成
の
そ
れ
に
使
乗
し
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。
成
化
元
年
E
B
山
東
郷
試
の
策
題
第
二
聞
は
、
「
問
、
大
学
中
庸
聖
賢
伝
授
心
法
之
書
、
其
言
機
博
、
而
誠
敬
二
者
、
足
以
該
之
」
と
始
ま
り
、
学
席
二
書
の
要
点
を
質
問
す
る
。
第
一
名
合
格
放
山
の
程
策
に
対
す
る
主
考
官
呉
啓
の
批
語
に
は
、
「
誠
敬
一
策
、
普
於
条
答
、
(型
其
性
学
優
者
乎
」
と
見
え
る
。
成
化
十
年
区
立
正
月
、
主
考
官
に
よ
る
程
文
の
「
代
作
」
を
禁
止
【叩
V
す
る
命
令
が
下
さ
れ
る
。
十
三
年
十
二
月
に
は
、
前
述
の
禁
淳
が
、
「
近
年
」
刊
行
さ
れ
る
程
文
に
は
「
純
粋
」
な
も
の
が
少
な
く
「
駁
雑
」
な
も
の
が
多
い
と
し
て
、
「
文
字
を
刊
録
す
る
は
、
必
ず
須
く
式
に
合
し
、
経
に
依
り
て
伝
を
按
じ
、
文
理
純
正
た
る
べ
し
」
と
の
上
奏
を
お
こ
な
う
。
こ
こ
に
言
う
程
文
の
「
雑
駁
」
化
と
は
、
初
場
四
番
義
の
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
た
観
察
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
宣
徳
五
年
区
ω
司
会
試
の
策
関
第
三
間
に
対
し
程
策
が
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
お
り
、
「
性
学
」
を
主
題
と
す
る
答
案
に
も
、
数
十
年
来
、
「
文
理
純
正
」
な
る
も
の
は
多
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
考
官
の
大
半
は
、
程
文
を
代
作
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
右
の
批
判
に
は
、
挙
子
の
資
質
よ
り
も
な
お
、
考
官
の
堕
落
を
こ
そ
痛
罵
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る
。
だ
が
程
文
を
代
作
し
う
る
筆
力
や
時
間
的
余
裕
を
持
ち
あ
わ
せ
た
者
は
、
ま
だ
幸
い
で
あ
る
。
成
化
七
年
広
西
郷
試
策
題
の
出
題
者
は
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
嫌
い
が
あ
る
。
か
か
る
考
官
は
代
作
の
禁
止
を
む
し
ろ
歓
迎
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
ま
た
、
当
初
よ
り
答
案
の
潤
色
を
必
要
と
し
な
い
問
題
を
作
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
か
り
に
或
る
答
案
が
、
試
験
官
の
要
求
し
た
細
か
な
知
識
に
正
し
く
答
え
た
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
だ
け
で
「
模
範
」
と
み
な
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
上
述
の
成
化
元
年
山
東
郷
試
の
策
題
は
、
そ
の
第
四
間
に
お
い
て
、
『
理
学
類
編
』
の
細
目
を
「
歴
陳
」
さ
せ
る
と
と
も
に
、
内
容
の
説
明
を
求
め
る
。
主
考
官
呉
啓
は
そ
の
程
策
に
も
批
語
を
書
き
、
「
理
学
一
問
、
正
に
諸
子
心
体
の
明
を
観
ん
と
欲
す
る
も
、
場
中
の
答
者
は
甚
だ
少
な
し
。
此
の
策
、
詞
理
倶
に
到
り
、
節
節
、
観
る
可
し
。
之
を
読
ま
ば
人
を
し
て
躍
然
た
ら
令
む
」
と
述
べ
る
。
張
九
詔
撰
『
理
学
類
編
』
八
巻
に
は
元
末
至
正
二
十
六
年
5
8
十
二
月
の
欧
文
が
附
さ
れ
、
「
京
兆
趨
君
師
常
」
に
よ
る
洪
武
十
{
辺
}
七
年
ロ
去
の
官
刻
本
が
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
重
刻
は
、
『
中
国
普
本
書
目
』
に
拠
れ
ば
成
化
七
年
に
ま
で
降
る
。
明
代
初
期
、
江
西
臨
江
に
出
版
さ
れ
た
書
物
の
項
目
を
、
時
を
経
て
山
東
の
人
土
が
正
答
し
た
の
だ
か
ら
、
試
験
官
は
「
躍
然
」
と
し
た
に
相
違
な
い
。
成
化
十
一
年
za会
試
策
題
の
第
二
問
も
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
(
お
}る。
「
問
、
性
至
難
雪
一
同
也
、
昔
之
大
儒
如
苛
卿
氏
・
萱
仲
静
氏
・
揚
雄
氏
・
韓
愈
氏
・
欧
陽
氏
・
司
馬
氏
・
蘇
氏
兄
弟
・
胡
氏
父
子
皆
不
識
性
、
請
折
衷
諸
儒
之
所
以
得
失
、
与
吾
性
之
所
以
本
善
者
、
如
何
以
対
」
。
程
策
の
作
者
は
こ
の
時
の
会
元
王
墾
で
あ
る
。
徐
滞
と
丘
溶
と
が
主
考
官
を
つ
と
め
た
が
、
こ
こ
で
は
同
考
官
侍
織
の
批
語
を
引
用
し
た
い
。
日
く
「
荷
揚
韓
三
子
の
性
を
言
う
は
、
人
多
く
之
を
知
る
。
欧
陽
蘇
胡
の
言
は
孟
子
註
中
に
見
え
、
亦
た
聞
に
知
る
者
あ
り
。
惟
だ
)
萱
子
・
司
馬
の
説
は
、
史
と
法
言
註
に
見
え
、
此
の
巻
、
独
り
能
く
一
訓
之
を
得
。
蓋
し
博
学
の
土
也
」
。
「
孟
子
註
」
と
は
朱
子
の
そ
れ
で
あ
恥
り
、
当
時
の
人
土
は
四
書
大
全
の
当
該
箇
所
か
ら
そ
の
知
識
を
入
手
史
し
た
だ
ろ
う
。
で
は
司
馬
光
の
解
釈
は
如
何
に
し
て
知
り
得
た
の
か
。
聞
か
れ
に
は
揚
雄
『
法
言
』
の
註
釈
書
が
あ
り
、
程
策
も
ま
た
司
馬
光
悼
の
一
百
暴
を
引
用
し
て
「
法
言
の
註
疏
」
と
評
価
す
る
。
当
時
、
南
宋
灯
末
に
編
纂
さ
れ
明
初
に
建
安
で
再
刊
さ
れ
た
纂
図
互
註
本
の
『
法
一
盲
』
当
可
〔
型
科
が
存
在
し
て
い
た
。
だ
が
、
批
語
所
説
の
と
お
り
、
博
学
の
人
士
以
聞
外
そ
う
し
た
書
物
を
学
習
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
「
近
年
以
9
来
、
文
を
典
す
る
者
は
心
を
設
げ
、
挙
子
を
窪
む
る
に
知
ら
ざ
る
所
4
を
以
て
し
て
、
用
て
己
が
能
を
顕
わ
さ
ん
と
欲
す
」
、
と
は
丘
溶
の
発
A
お
V
雪
一
同
で
あ
る
。
か
れ
は
初
場
の
出
題
傾
向
を
か
く
批
判
す
る
の
だ
が
、
試
験
問
題
全
般
が
そ
う
し
た
色
彩
を
帯
び
て
い
た
と
推
察
す
る
。
一
般
の
挙
子
は
そ
の
知
識
の
範
囲
を
越
え
る
難
問
に
苦
し
ん
で
い
た
。
「
性
学
策
」
で
言
え
ば
、
三
大
全
の
範
囲
を
越
え
る
問
い
が
設
け
ら
れ
始
め
て
い
た
。
弘
治
十
二
年
E
S
会
試
策
聞
の
第
三
間
は
、
問
題
漏
洩
の
疑
惑
が
【お
V
あ
る
策
題
で
あ
る
。
策
問
は
、
宋
元
の
儒
者
に
対
す
る
「
伯
夷
」
・
「
展
季
」
・
「
或
疑
其
出
子
禅
」
・
「
或
疑
其
出
於
老
」
と
の
比
定
が
そ
れ
ぞ
れ
誰
に
該
当
す
る
も
の
か
を
た
ず
ね
、
さ
ら
に
そ
の
比
定
の
妥
当
性
を
た
だ
す
。
「
展
季
」
と
は
春
秋
時
代
の
賢
者
柳
下
恵
で
あ
る
。
羅
欽
忠
の
程
策
は
、
上
記
四
名
の
人
物
を
、
張
載
・
楊
時
・
陸
九
淵
・
許
衡
と
明
記
す
る
。
前
二
者
に
関
す
る
評
価
の
内
容
は
性
理
大
全
書
巻
三
十
九
・
四
十
に
載
る
。
問
題
は
後
半
の
二
者
で
あ
る
。
乙
の
試
験
の
主
考
官
は
李
東
陽
と
程
敏
政
で
あ
り
、
策
問
全
五
題
は
程
敏
政
の
出
題
で
あ
る
と
と
が
確
認
で
き
話
。
程
敏
政
に
は
弘
治
《
鈎
)
二
年
E
g
の
自
序
を
附
す
『
道
一
一
編
』
六
巻
な
る
編
築
物
が
あ
る
。
そ
の
主
旨
は
、
朱
子
と
陸
象
山
、
両
者
は
当
初
そ
の
思
想
を
異
に
し
て
い
た
が
、
晩
年
に
い
た
り
相
互
に
不
足
を
補
い
思
想
傾
向
を
一
致
{mv 
さ
せ
た
と
い
う
も
の
。
程
敏
政
か
ら
す
れ
ば
、
ヲ
」
の
策
題
に
は
陸
象
山
に
対
す
る
世
間
の
批
判
が
誤
解
で
し
か
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
当
該
の
程
策
は
、
程
敏
政
の
立
場
に
迎
合
せ
ず
、
む
し
ろ
通
説
に
従
っ
た
。
程
策
が
「
象
山
、
晩
歳
に
、
早
年
の
。
粗
心
浮
気
を
追
径
し
て
意
を
窮
理
に
加
う
。
故
に
朱
子
に
去
短
集
長
5
の
舌
一
回
あ
り
」
と
記
す
そ
の
典
拠
は
、
陸
象
山
の
文
集
巻
二
十
六
に
戦
る
「
祭
呂
伯
恭
」
文
ゃ
、
朱
子
の
文
集
巻
五
十
四
に
載
る
「
答
項
平
父
」
書
で
あ
る
。
右
の
朱
子
の
書
簡
は
『
道
一
一
編
』
巻
五
に
も
収
録
さ
れ
、
程
策
の
作
者
が
こ
の
書
物
を
見
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
だ
が
象
山
に
関
す
る
上
記
の
情
報
を
性
理
大
全
書
か
ら
獲
得
す
る
乙
と
は
無
理
で
あ
り
、
元
儒
許
衡
に
関
す
る
策
問
の
よ
う
な
知
見
も
ま
た
大
全
に
は
記
さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
知
る
に
は
元
朝
の
劉
因
に
よ
る
「
退
〈納昌
斎
記
」
(
『
静
修
先
生
文
集
』
巻
十
八
)
な
い
し
そ
れ
に
依
拠
す
る
文
章
を
読
む
必
要
が
あ
っ
た
。
成
化
元
年
山
東
郷
試
以
下
、
三
題
の
「
性
学
策
」
に
は
大
全
所
収
の
知
識
を
越
え
る
設
問
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
の
科
挙
に
お
け
る
難
問
の
作
成
を
、
丘
溶
は
考
官
の
自
己
顕
示
だ
と
批
判
す
る
。
程
文
の
代
作
を
必
要
と
し
な
い
設
問
そ
れ
自
体
が
弊
害
を
は
ら
ん
で
い
た
わ
け
で
あ
り
、
か
れ
が
、
程
文
に
つ
い
て
「
文
章
が
模
範
と
す
べ
き
な
ら
ば
刊
刻
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
し
な
い
」
云
々
と
主
張
し
た
そ
の
批
判
は
、
考
官
に
よ
る
代
作
と
い
う
個
別
現
象
の
み
な
ら
ず
、
当
時
に
お
け
る
科
挙
全
体
を
見
渡
し
た
う
え
で
の
提
言
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
丘
溶
が
大
全
を
越
え
た
聞
い
を
設
け
て
お
り
、
き
れ
ば
そ
の
設
問
に
は
当
時
の
科
挙
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
何
ら
か
の
意
図
が
託
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
当
時
の
人
び
と
は
、
難
問
の
出
題
や
解
答
に
利
用
で
き
る
知
識
を
ど
こ
か
ら
得
て
い
た
の
か
。
程
敏
政
は
『
道
一
編
』
の
自
序
に
、
「
朱
氏
を
尊
び
陸
氏
を
斥
け
る
」
世
間
の
風
潮
を
批
判
し
て
、
「
早
年
未
定
の
議
論
に
よ
っ
て
終
身
不
同
と
い
う
判
決
を
下
し
、
門
人
が
記
録
し
た
筆
先
に
惑
わ
さ
れ
て
朱
子
親
筆
の
書
物
を
基
準
と
し
な
い
、
と
い
う
の
で
は
な
い
か
(
宣
非
以
其
早
年
未
定
之
論
而
致
夫
終
身
不
同
之
決
、
惑
於
門
人
記
録
之
手
而
不
取
正
於
朱
子
親
筆
之
書
邪
こ
と
一
一
=
一
同
う
。
宋
儒
に
よ
る
「
親
筆
の
書
」
な
い
し
そ
の
門
人
に
よ
る
編
築
物
を
、
人
び
と
は
如
何
に
し
て
入
手
し
て
い
た
の
か
。
程
敏
政
は
「
朱
子
大
全
」
を
読
ん
で
い
た
。
そ
の
「
大
全
」
に
は
天
順
四
年
同
品
目
。
刻
本
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
本
と
の
関
連
性
は
未
詳
だ
が
、
福
建
の
官
刻
本
を
重
刻
し
た
嘉
靖
十
一
年
広
お
本
も
あ
る
。
そ
の
重
刻
本
の
文
集
第
百
巻
の
末
尾
に
、
成
化
十
九
年
に
忽
二
月
執
筆
の
黄
仲
昭
区
8
5
0∞
に
よ
る
「
書
後
」
が
載
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
成
化
改
元
当
時
、
朱
子
の
文
集
に
は
南
京
国
子
監
所
蔵
の
掘
削
本
と
「
間
務
」
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
者
は
摩
耗
が
激
し
く
「
読
者
」
は
困
っ
て
い
た
。
成
化
四
年
、
か
れ
は
南
京
に
赴
任
し
、
そ
己
で
「
偶
た
ま
関
本
を
得
」
、
そ
れ
を
漸
本
と
対
校
さ
せ
、
テ
キ
ス
ト
の
整
理
を
個
人
的
に
進
め
た
。
十
八
年
、
官
刻
の
機
会
が
訪
れ
た
た
め
、
私
的
な
校
本
に
「
精
し
く
鱗
訂
を
加
え
」
、
よ
う
や
く
「
遺
憾
」
が
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
黄
仲
昭
は
、
江
西
一
帯
の
学
政
を
監
督
し
た
折
に
、
張
元
禎
区
ミ
5
8
の
協
力
を
得
て
「
四
書
或
問
』
、
『
中
庸
輯
要
』
、
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
、
『
伊
洛
淵
源
録
』
を
刊
刻
す
る
な
ど
、
朱
子
書
の
普
及
に
努
め
た
。
弘
治
三
年
忌
U
C
か
ら
九
年
に
い
た
る
時
期
の
仕
事
で
あ
る
。
一
方
の
張
元
禎
は
江
西
南
昌
の
人
で
あ
り
、
そ
の
少
年
期
、
父
親
の
教
育
方
針
に
し
た
が
っ
て
福
建
建
陽
に
赴
き
、
程
朱
学
関
連
の
書
籍
を
読
む
と
い
う
学
習
体
験
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
天
順
四
年
E
g
の
進
士
登
第
を
経
て
、
成
化
年
聞
は
帰
郷
し
、
「
性
理
の
学
に
潜
心
」
し
て
い
た
。
そ
の
問
の
成
化
九
年
区
誌
十
月
、
張
元
禎
は
「
朱
子
語
類
大
全
後
序
」
を
著
す
の
だ
が
、
そ
の
「
語
類
」
と
は
、
陳
焼
が
校
訂
を
お
こ
な
い
同
年
の
秋
に
完
成
さ
せ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
二
程
の
遺
書
や
陸
象
山
の
文
集
に
も
天
順
成
化
年
間
の
刻
本
が
存
【
ば
句
V
在
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
は
、
い
わ
ゆ
る
宋
学
関
連
の
原
著
が
探
)
索
さ
れ
、
校
訂
の
う
え
出
版
さ
れ
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
。
そ
れ
調
以
前
は
少
数
の
官
学
や
建
陽
な
ど
一
部
地
域
に
の
み
偏
在
し
て
い
た
ん
い
書
物
が
世
間
に
流
通
し
始
め
た
の
で
あ
り
、
乙
の
現
象
を
原
著
志
向
史
の
趨
勢
と
捉
え
た
い
。
そ
し
て
と
の
志
向
は
、
大
全
の
範
囲
を
超
え
悶
る
知
識
の
要
求
と
い
う
点
で
、
同
じ
時
期
に
お
け
る
「
性
学
策
」
の
僻
傾
向
と
も
一
致
す
る
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。
円
た
だ
し
こ
の
志
向
に
大
全
を
否
定
す
る
意
図
の
な
い
こ
と
は
、
以
科
下
の
「
性
学
策
」
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。
弘
治
二
年
に
包
湖
広
郷
試
開
策
問
の
第
二
聞
は
、
『
太
極
図
』
『
易
通
」
『
定
性
書
」
『
西
銘
』
の
主
旨
を
た
ず
ね
、
さ
ら
に
朱
子
の
師
友
と
し
て
の
李
伺
(
号
延
平
)
・
張
〔灯
V
5
拭
(
字
敬
夫
)
、
両
人
の
学
問
内
容
を
質
問
す
る
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
は
、
性
理
大
全
書
巻
四
十
・
四
十
一
の
両
巻
に
載
る
か
れ
ら
の
言
葉
を
利
用
す
れ
ば
解
答
が
可
能
で
あ
る
。
周
偉
に
よ
る
程
策
は
、
そ
う
し
た
出
典
を
も
っ
両
氏
の
言
葉
を
た
し
か
に
引
用
す
る
。
ま
た
弘
治
十
四
年
目
白
応
天
府
郷
試
の
策
問
第
二
問
は
、
朱
子
と
そ
の
門
人
《
川
崎
)
と
の
「
定
性
書
』
に
対
す
る
理
解
の
同
異
を
問
う
。
己
の
主
題
に
関
し
て
も
、
性
理
大
全
書
巻
三
十
三
の
な
か
に
朱
門
で
交
わ
さ
れ
た
議
論
が
載
っ
て
お
り
、
方
鵬
の
程
策
は
、
策
関
が
敢
え
て
秘
し
た
門
人
の
姓
名
を
賞
斡
(
号
勉
斎
)
と
特
定
し
、
そ
の
「
定
性
書
』
解
釈
を
評
価
す
る
方
向
で
大
全
の
情
報
を
活
用
し
た
。
上
記
い
ず
れ
の
策
題
も
、
性
理
大
会
書
を
暗
記
し
て
い
れ
ば
正
答
で
き
る
問
題
で
あ
る
。
だ
が
朱
子
と
そ
の
周
辺
の
人
物
と
の
関
係
を
立
体
的
に
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
文
集
や
語
類
の
絡
読
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
時
、
原
著
の
方
が
大
全
を
補
完
す
る
位
置
に
あ
っ
た
と
み
な
せ
よ
う
。
丘
溶
の
狙
い
も
ま
た
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
か
れ
は
会
試
主
考
官
を
つ
と
め
た
前
年
の
成
化
十
年
足
誌
、
「
程
子
全
書
序
」
を
著
し
、
張
元
禎
が
自
身
所
有
の
「
旧
本
」
を
そ
の
友
人
に
託
し
て
校
訂
の
う
え
刊
行
さ
せ
た
こ
と
を
「
天
下
後
世
に
幸
い
《
州
制
〕
す
る
」
行
為
だ
と
述
べ
る
。
要
す
る
に
明
朝
に
お
ザ
る
科
挙
の
理
念
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
大
全
の
閲
読
を
と
お
し
た
朱
子
学
の
体
得
と
い
う
そ
の
理
念
を
賦
活
さ
せ
、
現
実
化
さ
せ
る
べ
く
、
か
れ
は
原
著
の
刊
行
を
歓
迎
し
た
。
そ
し
て
ま
た
同
じ
理
由
か
ら
、
「
近
頃
の
士
人
は
、
挙
業
以
外
に
み
だ
り
に
学
派
を
別
立
し
、
み
ず
か
ら
を
選
(
却
}
2
学
者
と
称
す
る
」
と
述
べ
、
「
挙
業
」
の
意
義
を
否
定
す
る
勢
力
に
は
5
強
く
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
丘
溶
の
舌
鋒
は
主
に
荘
剰
に
勾
包
な
ど
陳
献
章
(
白
沙
、
E
N由
1
5
8
)
周
辺
の
人
士
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
荘
和
は
南
京
行
人
司
の
官
に
就
い
た
後
、
服
喪
の
た
め
に
帰
郷
、
し
か
し
成
化
十
二
年
早
訟
に
そ
の
喪
が
明
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
仕
を
拒
ん
で
い
た
。
こ
の
態
度
に
対
し
丘
溶
は
、
「
祖
訓
」
に
お
け
る
「
不
仕
の
刑
」
に
当
た
る
と
し
つ
つ
、
「
天
下
の
人
士
を
率
い
て
朝
廷
に
背
く
」
者
だ
と
非
難
し
た
。
郷
里
に
暮
ら
す
荘
-
起
の
も
と
を
白
沙
が
訪
ね
、
「
心
学
に
論
及
」
す
る
と
、
荘
-
組
は
、
「
故
に
普
く
六
経
を
観
る
者
は
、
六
経
を
観
ず
し
て
吾
心
の
六
経
を
観
、
普
く
四
書
を
観
る
者
は
、
四
書
を
観
ず
し
て
奇
心
の
四
書
を
観
る
」
と
の
言
葉
を
含
む
一
連
の
思
考
を
、
白
沙
に
{
位
)
た
だ
し
た
。
白
沙
は
そ
れ
を
認
可
し
た
は
ず
で
あ
る
。
か
れ
自
身
、
会
試
下
第
の
後
に
発
憤
し
て
「
尽
く
天
下
古
今
の
典
籍
を
窮
」
め
た
が
、
久
し
く
し
て
「
夫
れ
学
は
自
得
を
貴
ぶ
也
、
之
を
自
得
し
て
然
る
後
に
之
を
博
む
る
に
典
籍
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
血
(
籍
の
一
盲
は
我
の
言
し
か
ら
ぎ
也
、
否
れ
ば
則
ち
典
籍
は
自
ら
典
籍
に
し
て
我
は
自
ら
我
也
」
と
嘆
じ
る
履
歴
を
持
っ
て
い
た
。
景
泰
六
年
区
日
ご
ろ
の
体
験
で
あ
封
。
白
沙
は
上
述
の
張
元
禎
と
も
交
際
が
あ
り
、
白
沙
の
高
弟
で
あ
る
張
認
に
町
田
1
5
5
は
、
「
晶
子
席
或
問
」
に
引
き
続
く
「
論
孟
或
問
」
の
刊
行
に
際
し
て
、
「
固
よ
り
窃
か
に
天
下
後
世
の
為
に
喜
ぶ
」
と
述
べ
る
と
同
時
に
そ
れ
を
「
憂
う
」
。
学
ぶ
者
に
は
「
深
く
悟
り
て
自
得
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
果
た
せ
れ
ば
論
語
や
孟
子
す
ら
無
く
と
も
構
わ
な
い
。
ま
し
て
や
或
問
な
ら
尚
更
だ
。
し
か
し
そ
う
で
な
い
の
な
ら
ば
、
人
は
た
だ
「
知
識
多
く
し
て
大
智
昏
く
、
聡
明
作
り
【
目
別
】
て
太
撲
散
ず
」
。
こ
れ
が
張
認
の
言
い
分
で
あ
る
。
老
子
の
文
吾
=
一
一
回
を
紡
御
と
さ
せ
る
主
張
だ
が
、
そ
の
背
景
に
在
る
の
は
当
時
の
風
潮
で
あ
る
。
つ
ま
り
か
れ
ら
は
、
読
書
の
意
義
に
つ
い
て
一
般
論
を
語
る
と
同
時
に
、
同
時
代
の
人
士
に
よ
る
書
物
の
読
み
方
に
対
し
て
不
満
を
漏
ら
し
た
。
『
四
書
或
問
』
の
刊
行
に
尽
力
し
た
上
述
の
賛
仲
昭
は
、
初
学
者
に
よ
る
暗
記
の
手
助
け
に
な
る
と
判
断
し
て
以
下
の
よ
う
な
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
坊
刻
の
学
庸
二
書
に
は
或
聞
が
附
刻
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
江
西
の
学
生
に
は
或
聞
を
調
習
す
る
習
慣
が
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
黄
仲
昭
は
、
『
中
庸
輯
略
』
に
言
及
す
る
或
問
の
文
章
を
細
分
じ
、
そ
の
な
か
か
ら
『
中
庸
」
の
主
旨
を
解
説
す
る
文
章
を
取
り
出
し
て
一
節
ご
と
章
句
の
本
文
に
附
A
出
)
記
す
る
よ
う
な
編
纂
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
を
家
塾
で
刊
刻
し
た
。
復
刻
さ
れ
た
原
著
に
依
拠
し
て
私
的
な
受
験
参
考
書
を
編
ん
だ
の
で
あ
る
。
原
著
の
重
刻
が
、
新
た
な
挙
業
書
を
生
み
だ
す
原
動
力
と
な
り
、
さ
ら
に
は
旧
刊
の
書
物
を
魁
生
さ
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
天
順
か
ら
成
化
に
至
る
時
期
、
宋
儒
の
原
著
を
探
求
し
普
及
さ
せ
る
趨
勢
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
科
挙
の
場
面
で
言
え
ば
、
受
験
生
と
い
う
よ
り
も
考
官
こ
そ
が
新
た
な
知
識
を
欲
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
初
発
の
動
機
か
ら
は
、
一
ニ
大
全
ひ
い
て
は
元
朝
由
来
の
知
識
を
踏
襲
し
続
け
る
心
性
へ
の
反
援
と
い
う
色
合
い
も
見
て
取
れ
る
。
だ
が
か
か
る
心
性
の
働
き
と
し
て
、
人
び
と
は
原
著
の
文
言
す
ら
も
従
来
の
学
問
類
型
に
あ
て
は
め
て
受
容
し
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
結
果
、
原
著
の
挙
業
書
化
と
も
形
容
で
き
る
事
態
が
派
生
し
、
本
節
冒
頭
に
掲
げ
た
上
奏
文
が
嘆
く
と
お
り
、
挙
業
書
隆
盛
の
時
代
が
到
来
し
た
。
人
び
と
は
受
験
知
識
の
効
果
的
な
取
得
を
目
的
と
し
て
各
種
の
書
物
を
緒
く
の
で
あ
り
、
張
詔
ら
の
主
張
は
、
か
か
る
人
士
へ
の
批
判
と
し
て
は
正
論
で
あ
る
。
た
し
か
に
か
れ
ら
の
周
辺
に
は
、
挙
業
と
絶
縁
し
た
り
官
界
か
ら
身
を
引
い
て
学
問
に
沈
潜
す
る
同
志
も
存
在
し
〔
防
}た
。
だ
が
、
「
自
得
」
の
場
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
「
自
得
」
を
求
め
る
と
は
惇
理
で
あ
ろ
う
。
「
自
得
」
の
主
張
に
も
研
究
の
余
地
が
残
さ
れ
)
て
い
た
の
で
あ
る
。
浦一嫡
三
、
自
得
の
追
究
(
嘉
靖
か
ら
万
暦
ま
で
E
N
H
S
C
)
問
嘉
靖
二
年
H
町
民
会
試
策
聞
の
第
二
問
は
、
諸
儒
の
集
大
成
者
と
し
醇
て
朱
子
を
位
置
づ
初
、
か
れ
と
同
時
代
の
学
者
に
つ
い
て
そ
の
学
間
十
の
梗
概
を
た
ず
ね
る
。
そ
の
際
に
は
「
有
東
嘉
之
学
、
有
永
康
之
学
、
判
明
有
金
渓
之
学
、
有
金
翠
広
漠
之
学
」
と
学
者
の
活
動
な
い
し
出
身
地
開
域
を
記
し
、
学
者
名
を
特
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、
『
太
極
図
』
を
疑
問
3
視
し
た
「
金
渓
」
の
学
聞
に
言
及
し
、
朱
子
の
主
張
と
は
異
な
る
は
5
ず
な
の
に
「
今
の
学
ぶ
者
は
た
だ
無
理
に
合
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
ど
う
い
っ
た
料
簡
な
の
か
。
陸
学
の
簡
便
さ
を
喜
ん
で
ひ
そ
か
に
わ
が
朱
子
の
学
問
を
誘
ろ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
(
而
今
之
学
者
顧
欲
強
而
同
之
、
果
何
所
見
欺
、
出
旦
楽
彼
之
径
便
而
欲
陰
誌
吾
朱
子
之
学
欺
と
と
も
述
べ
る
。
設
問
の
骨
絡
は
元
朝
以
来
の
も
の
だ
が
、
先
学
も
言
《
m
m
v
う
と
お
り
、
こ
の
質
問
に
は
、
正
徳
年
間
以
降
拡
大
し
て
い
た
朱
子
学
批
判
の
運
動
、
な
か
で
も
王
学
の
活
動
に
対
し
反
駁
を
加
え
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
と
と
ろ
が
桃
涼
の
名
を
記
す
程
策
は
、
朱
子
が
そ
の
盟
友
で
あ
る
呂
祖
謙
(
東
京
)
に
宛
て
た
書
簡
を
引
用
し
、
よ
「
子
静
(
象
山
)
の
好
き
処
は
、
自
ら
掩
覆
す
可
か
ら
ず
、
敬
服
す
可
き
也
」
と
語
る
朱
子
の
態
度
こ
そ
「
大
成
を
集
む
る
の
心
也
」
と
記
す
。
こ
の
書
簡
は
大
会
に
は
載
ら
ず
、
朱
子
の
文
集
巻
三
十
四
が
収
め
る
。
続
け
て
程
策
は
、
か
く
寛
容
な
態
度
を
示
す
な
ら
ば
、
「
則
ち
彼
の
易
簡
に
偏
る
者
も
、
一
言
わ
ず
し
て
自
ら
化
さ
ん
失
」
と
も
断
ず
る
。
批
語
の
な
か
に
も
、
「
陸
氏
の
学
に
至
り
で
は
、
要
は
亦
た
自
得
す
。
必
ず
し
も
強
い
て
合
し
て
以
て
同
じ
き
を
求
め
、
備
え
に
誌
り
て
以
て
異
を
立
て
ざ
る
者
あ
り
」
と
の
発
言
が
見
え
る
。
同
考
官
夏
言
の
言
葉
で
あ
り
、
か
れ
は
陵
象
山
の
思
想
的
立
場
を
「
自
得
」
の
《悶
v
一
点
に
お
い
て
認
め
た
。
程
策
は
、
策
題
の
主
旨
に
逆
ら
う
の
で
も
な
く
、
朱
子
学
の
絶
対
性
に
対
し
疑
義
を
呈
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
そ
の
作
者
は
、
朱
子
の
原
著
な
い
し
そ
れ
に
関
わ
る
書
物
を
読
み
、
そ
し
て
「
自
得
」
し
た
成
果
を
答
案
に
記
し
た
と
み
な
せ
よ
う
。
嘉
精
年
間
以
降
、
「
性
学
策
」
関
連
の
文
献
に
は
「
自
得
」
の
文
字
54 
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
「
自
得
」
の
可
能
性
が
、
科
挙
の
場
に
お
い
て
研
究
さ
れ
て
い
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
嘉
靖
二
十
九
年
5
8
の
会
試
は
張
治
と
欧
陽
徳
と
が
主
考
官
を
つ
と
め
、
そ
の
策
問
第
二
問
の
問
い
と
答
え
を
、
欧
陽
徳
(
南
野
、
E
8
5忠
)
の
文
集
は
「
性
(印》
学
策
庚
成
会
試
程
文
」
と
明
記
し
て
収
め
る
。
試
録
所
載
程
策
の
作
者
名
は
会
試
第
五
名
合
格
の
王
応
時
だ
料
、
そ
の
文
章
は
欧
陽
徳
の
文
集
所
収
の
一
文
に
等
し
く
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
玉
門
の
高
弟
で
あ
る
か
れ
の
作
品
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。
策
聞
は
、
孟
子
以
降
の
学
者
に
つ
い
て
、
性
善
を
説
く
者
が
如
何
な
る
点
で
儒
学
に
禅
益
す
る
か
を
聞
い
、
そ
れ
と
は
「
所
習
」
を
異
に
す
る
「
諸
子
の
学
」
が
救
い
よ
う
も
な
い
も
の
か
否
か
を
た
ず
ね
る
。
一
方
、
程
策
は
、
「
諸
子
の
学
」
を
歴
代
性
論
の
代
表
で
あ
る
性
悪
・
善
悪
混
・
無
善
無
不
善
の
各
説
に
配
当
し
、
そ
の
う
え
で
「
意
」
が
介
在
す
る
か
否
か
を
基
準
に
「
孟
子
の
学
」
と
区
別
し
つ
つ
以
下
の
よ
う
に
論
を
展
開
す
る
。
「
孟
子
之
学
、
順
理
而
無
為
也
、
・
:
皆
無
為
而
為
、
性
也
、
非
意
也
、
諸
子
之
学
、
刻
意
而
有
作
也
、
・
:
・
皆
有
作
而
成
、
意
也
、
非
性
也
、
・
E
・E
・
-
性
者
習
之
体
、
習
者
性
之
用
、
性
習
而
善
悪
分
、
習
与
性
成
而
善
悪
不
移
、
始
同
終
異
者
也
、
故
無
不
善
者
、
性
之
常
、
習
而
後
有
不
善
、
則
逆
其
常
者
也
、
・
・
諸
子
則
迷
其
本
始
、
故
混
其
順
逆
、
而
以
為
皆
其
常
然
者
、
以
是
為
教
、
而
道
人
於
善
、
其
究
也
反
害
之
失
、
何
也
、
意
見
作
而
天
性
賊
也
、
:
:
:
後
世
徒
見
自
幼
而
悪
者
、
疑
非
習
所
成
、
而
文
不
可
以
汚
性
、
則
推
之
於
性
習
之
問
、
日
此
気
質
也
云
爾
、
葦
徒
知
視
聴
音
一
同
動
之
習
、
而
未
知
不
視
聴
音
一
一
回
動
之
習
也
、
知
有
心
之
習
、
而
未
知
無
心
之
習
也
、
:E
・E・
士
之
自
成
自
道
、
無
所
可
議
実
」
。
右
の
一
文
は
人
間
の
本
性
と
「
習
」
と
を
体
用
の
関
係
で
表
現
す
る
。
「
習
」
と
は
人
間
本
性
が
具
体
化
し
た
様
相
で
あ
り
、
こ
の
体
用
関
係
に
も
と
づ
け
ば
、
「
習
」
を
た
だ
ち
に
不
善
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
続
け
て
、
そ
の
「
習
」
に
つ
き
、
人
間
本
性
の
恒
常
性
に
逆
ら
う
在
り
方
だ
と
も
説
く
。
こ
う
し
た
説
き
方
は
、
後
述
の
と
お
り
、
「
意
」
と
「
習
」
と
に
対
す
る
共
通
の
認
識
を
前
提
と
す
る
。
一
文
は
そ
の
中
盤
に
お
い
て
、
「
意
見
」
の
発
生
を
原
因
と
し
て
天
与
の
本
性
が
損
な
わ
れ
る
と
述
べ
、
後
半
で
は
、
人
間
が
惑
に
陥
る
因
由
を
、
生
得
的
な
「
気
質
」
で
は
な
く
後
天
的
な
「
習
」
に
見
い
だ
し
、
そ
の
「
習
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。
欧
陽
徳
は
、
こ
の
程
策
に
批
語
を
附
し
、
「
諸
子
は
性
善
を
知
ら
ず
。
故
に
其
の
学
は
意
見
よ
り
起
と
る
。
後
世
、
気
質
に
不
善
あ
り
と
謂
か
こ
い
、
故
に
罪
を
習
に
帰
さ
ず
、
而
し
て
以
て
自
ら
譲
つ
こ
と
あ
り
。
」
と
も
述
べ
る
。
程
策
の
主
張
と
撲
を
一
に
す
る
文
章
で
あ
る
。
で
は
「
意
」
な
い
し
「
意
見
」
と
「
習
」
と
の
聞
に
は
如
何
な
る
関
連
性
が
あ
る
の
か
。
周
知
の
と
お
り
、
玉
門
で
は
良
知
と
「
意
見
」
と
の
異
同
を
議
論
の
際
の
重
要
な
主
題
と
し
、
ま
た
「
意
見
」
を
良
知
と
誤
認
し
な
い
よ
う
実
践
の
場
に
お
い
て
切
薩
琢
磨
す
る
と
と
が
要
請
さ
れ
た
。
欧
陽
徳
も
ま
た
、
或
る
論
者
に
対
し
、
「
意
者
心
之
意
念
、
良
知
者
心
之
明
覚
」
と
し
て
、
「
意
」
と
「
良
知
」
と
が
と
も
に
「
心
」
よ
り
生
じ
て
い
る
こ
と
に
留
意
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
「
意
」
を
『
通
書
』
に
雪
一
同
う
「
幾
、
善
悪
」
に
、
「
良
知
」
を
同
じ
く
「
誠
、
無
為
」
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
し
、
意
今
乍
占
で
是
非
善
悪
を
判
断
す
る
こ
と
に
は
錯
誤
が
つ
き
ま
と
う
が
、
一
方
、
良
知
を
致
し
た
場
合
に
は
、
真
妄
A
臼
v
公
私
い
ず
れ
も
明
白
だ
と
主
張
し
た
。
そ
も
そ
も
『
伝
習
録
』
巻
下
に
は
、
人
間
の
身
、
む
を
分
析
し
て
、
「
心
の
発
動
処
を
指
し
て
之
を
意
と
請
い
、
意
の
霊
明
処
を
指
し
て
之
を
知
と
謂
い
、
意
の
渉
著
処
を
指
し
て
之
を
物
と
謂
う
。
只
だ
是
れ
一
件
の
み
。
意
は
未
だ
懸
空
の
もの的
あ
ら
ず
、
必
ら
ず
事
物
に
着
す
」
と
解
説
す
る
一
段
が
あ
る
。
こ
)
こ
に
言
う
「
心
」
と
「
意
」
と
の
関
係
は
、
上
記
程
策
の
「
性
」
と
調
「
習
」
と
の
関
係
に
相
当
す
る
。
事
物
と
の
関
わ
り
の
場
で
生
起
し
た
恥
「
意
」
は
、
そ
れ
が
本
性
の
発
現
で
あ
る
場
合
、
決
し
て
不
善
で
は
な
史
い
。
程
策
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
は
「
無
為
」
な
る
条
件
の
も
と
で
具
体
即
化
さ
れ
た
様
相
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
無
為
」
と
は
、
本
性
の
発
現
に
際
畔
し
、
一
切
の
作
為
を
加
え
な
い
在
り
方
を
意
味
し
よ
う
。
し
か
し
そ
軒
の
「
無
為
」
な
る
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
に
、
本
性
は
不
善
な
科
る
「
意
」
も
し
く
は
「
習
」
と
し
て
現
実
化
す
る
の
で
あ
る
。
山
間
程
策
と
批
語
は
、
人
聞
が
悪
に
陥
る
原
因
を
「
気
質
」
に
求
め
た
5
場
合
、
往
往
に
し
て
人
は
そ
の
生
得
的
性
質
に
か
こ
つ
け
、
努
力
を
5
怠
る
と
観
る
。
事
物
と
の
関
わ
り
の
場
か
ら
逃
避
す
る
態
度
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
人
聞
は
事
物
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
不
善
に
陥
る
が
、
し
か
し
そ
の
関
わ
り
に
お
い
て
の
み
、
本
性
の
十
全
な
る
発
現
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
程
策
は
、
か
か
る
人
間
観
に
も
と
づ
き
、
「
意
」
な
い
し
「
習
」
に
正
負
両
面
的
な
性
格
を
附
与
し
た
。
さ
ら
に
、
見
聞
を
と
お
し
て
身
に
つ
け
た
習
慣
だ
け
で
は
な
く
、
「
視
聴
言
動
せ
ざ
る
の
習
」
や
「
無
心
の
習
」
に
対
し
て
も
、
笹
告
を
発
す
る
。
世
間
の
風
習
に
は
、
無
自
覚
の
場
面
で
こ
そ
染
ま
り
か
ね
な
い
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
従
来
、
上
記
の
よ
う
な
「
性
学
策
」
に
対
し
て
は
、
気
質
の
性
と
本
然
の
性
と
を
対
比
さ
せ
て
答
え
る
の
が
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
嘉
靖
二
十
九
年
会
試
の
出
題
者
は
、
か
か
る
惰
性
的
な
態
度
を
こ
そ
、
「
自
得
」
の
対
極
に
位
置
す
る
「
習
」
の
悪
し
き
所
産
と
見
た
。
そ
し
て
程
策
は
、
人
聞
が
習
慣
の
虜
囚
と
な
る
原
因
を
分
析
し
、
事
物
と
関
わ
る
当
の
場
を
離
れ
て
は
そ
の
原
因
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
策
問
と
程
策
と
が
棺
謀
り
、
模
倣
踏
襲
す
る
心
性
の
克
服
を
企
図
し
た
と
み
な
せ
よ
う
。
「
自
得
」
を
め
ぐ
る
幾
つ
か
の
「
性
学
策
」
の
な
か
で
、
嘉
靖
三
十
七
年
目
印
∞
江
西
郷
試
の
策
問
第
二
聞
に
対
す
る
程
策
は
、
「
意
見
」
批
判
の
論
調
を
継
ぐ
も
の
で
あ
話
。
策
問
は
、
「
仁
」
に
関
す
る
幾
つ
か
の
小
聞
を
並
べ
、
そ
の
な
か
で
、
孔
子
は
そ
の
「
体
」
に
言
及
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
程
子
が
そ
れ
を
説
い
た
理
由
や
そ
の
内
容
な
ど
を
問
う
。
こ
こ
で
試
験
官
は
、
学
問
の
際
に
「
体
を
知
ら
」
な
6
ぃ
在
り
方
を
批
判
す
る
側
に
立
つ
。
そ
し
て
朱
孟
震
の
名
を
冠
す
る
5
程
策
は
、
「
学
は
一
な
る
の
み
、
而
る
に
或
る
も
の
之
を
こ
と
す
る
は
、
意
見
の
私
、
之
を
蔽
え
ば
也
」
と
応
ず
る
。
聖
賢
の
学
問
は
、
そ
も
そ
も
「
皆
な
時
に
因
り
人
に
因
り
て
以
て
教
え
を
立
て
、
而
し
て
其
の
説
の
尽
く
同
じ
か
る
を
必
せ
ず
」
。
と
こ
ろ
が
一
般
の
人
士
は
孔
子
と
程
子
と
は
主
張
を
違
え
る
と
考
え
、
「
体
」
の
理
解
を
不
要
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
「
意
見
」
に
蔽
わ
れ
た
臆
断
で
し
か
な
い
。
「
体
」
を
「
黙
識
」
し
て
い
な
い
か
ら
そ
う
な
る
の
だ
と
し
て
、
程
策
は
、
「
体
」
が
「
体
」
で
あ
る
理
由
を
、
「
生
生
の
幾
に
し
て
、
人
力
を
仮
ら
ず
、
時
を
以
て
分
か
た
ず
、
境
を
以
て
問
て
ず
、
又
た
何
ぞ
動
静
体
用
の
こ
れ
有
ら
ん
や
」
と
ま
と
め
る
。
「
体
」
と
は
、
人
間
が
そ
の
生
命
力
を
発
揮
す
る
根
拠
で
あ
り
、
し
か
も
人
為
や
時
空
を
超
え
、
如
何
な
る
場
面
に
お
い
て
も
発
現
す
る
絶
対
性
を
も
っ
。
た
だ
し
程
策
は
、
現
状
肯
定
の
口
実
に
か
か
る
「
体
」
を
利
用
す
る
風
潮
の
存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
「
成
心
習
気
」
に
依
存
す
る
「
虚
見
」
で
し
か
な
い
と
Aω) 
も
記
す
。
本
性
の
現
成
を
説
く
者
を
批
判
す
る
の
で
あ
り
、
「
意
見
」
な
い
し
「
虚
見
」
と
真
の
見
解
と
の
峻
別
と
い
う
視
点
が
、
こ
の
程
策
に
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
「
時
に
因
り
人
に
因
り
て
以
て
教
え
を
立
て
」
る
と
の
発
言
は
、
聖
賢
の
異
な
る
発
言
を
調
停
す
る
際
に
恰
好
の
理
窟
と
な
る
。
た
だ
し
上
記
の
程
策
は
、
自
分
自
身
が
「
意
見
」
に
蔽
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
確
認
、
つ
ま
り
「
体
」
を
「
黙
識
」
し
得
て
い
る
こ
と
が
判
断
の
正
し
さ
を
支
え
る
関
鍵
だ
と
考
え
た
。
絶
対
の
境
涯
に
立
つ
が
故
の
多
様
な
言
説
の
肯
定
で
あ
る
。
た
だ
し
か
か
る
境
涯
の
言
語
化
は
絶
対
性
に
対
す
る
限
定
を
意
味
す
る
か
ら
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
然
識
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
行
為
自
体
の
特
権
化
も
ま
た
回
避
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
万
暦
十
四
年
5
8
の
会
試
は
王
錫
爵
と
周
子
義
と
が
主
考
官
を
つ
と
め
た
。
そ
の
策
題
第
三
聞
は
、
性
や
命
に
関
す
る
概
念
規
定
が
孔
手
以
来
多
様
で
あ
る
理
由
や
そ
の
Am) 
主
張
の
差
違
を
問
う
。
従
来
の
設
聞
を
踏
襲
す
る
わ
け
で
あ
り
、
批
語
も
ま
た
「
性
命
は
舌
一
回
い
難
し
」
と
こ
れ
ま
で
同
様
に
慨
嘆
す
る
。
一
方
、
陳
応
龍
に
よ
る
程
策
は
、
「
道
不
可
言
、
而
聖
人
不
能
無
言
」
と
の
立
場
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
解
答
を
記
す
。
「
故
学
聖
人
者
師
其
云
一
問
、
而
善
学
聖
人
者
、
師
其
未
嘗
一
一
言
、
師
其
未
嘗
言
者
、
不
以
量
一
回
不
言
而
異
観
也
、
不
以
如
此
而
言
如
彼
市
言
而
異
観
也
、
又
不
以
同
乎
聖
人
異
乎
聖
人
者
而
異
観
也
、
聖
人
を
志
向
す
る
者
は
、
聖
人
が
こ
れ
ま
で
一
言
葉
に
し
な
か
っ
た
「
者
」
を
こ
そ
導
き
の
手
と
す
べ
き
だ
。
き
す
る
な
ら
ば
、
聖
人
の
言
不
言
や
発
言
内
容
の
相
呉
、
さ
ら
に
は
聖
人
と
の
異
同
す
ら
も
、
何
ら
問
題
と
な
ら
な
い
。
か
か
る
事
柄
を
体
得
す
る
こ
と
が
、
「
真
知
」
で
あ
り
「
自
得
の
学
」
な
の
で
あ
語
。
程
策
は
そ
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
性
命
の
源
に
洞
徹
す
る
も
其
の
有
我
の
見
を
堅
持
す
る
」
人
士
を
非
難
し
、
「
蓋
し
知
に
似
る
も
非
也
」
と
記
す
。
か
か
る
人
士
が
説
く
性
や
命
は
「
誠
に
」
性
や
命
で
は
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
自
己
の
見
解
だ
け
を
正
し
い
と
す
る
。
程
策
が
響
戒
す
る
の
は
、
個
別
的
存
在
と
し
て
し
か
在
り
得
な
い
も
の
へ
の
普
遍
化
と
い
う
陥
葬
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
意
見
の
多
様
性
が
、
そ
れ
へ
の
執
着
を
不
断
に
超
え
る
立
場
に
お
い
て
全
肯
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
嘉
靖
期
以
降
の
「
性
学
策
」
は
、
「
自
得
」
を
そ
の
重
要
な
主
題
の
ひ
と
つ
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
程
策
は
、
「
自
得
」
の
可
能
性
を
論
理
的
に
掘
り
下
げ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
方
向
性
は
、
合
否
の
基
準
を
す
ら
相
対
化
し
か
ね
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
万
暦
二
十
三
年
5
8
乙
未
科
会
元
の
湯
賓
罪
(
H
g
u
u
)
は
、
善
し
悪
し
の
明
確
な
嘉
靖
の
答
案
に
較
べ
れ
ば
、
万
暦
の
そ
れ
は
判
断
が
難
し
【的
V
く
な
っ
た
と
嘆
い
て
い
る
。
科
挙
の
実
施
者
か
ち
す
れ
ば
座
視
で
き
)
な
い
情
況
が
出
現
し
て
い
た
。
天
啓
以
降
に
お
け
る
「
性
学
策
」
は
、
部
か
く
し
て
解
決
困
難
な
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
稿J
以
結
語
策併
『
明
儒
学
案
』
は
、
そ
の
「
白
沙
学
案
」
序
に
、
白
沙
以
降
、
学
問
打
は
「
始
め
て
精
微
に
入
る
」
と
述
べ
、
「
挑
江
学
案
」
序
に
、
陽
明
の
科
登
場
以
前
、
人
び
と
は
「
先
儒
の
成
説
」
に
習
熟
す
る
ば
か
り
で
内
明
面
的
な
理
解
が
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
記
す
。
一
方
『
明
史
』
儒
林
7
伝
は
、
明
初
か
ら
或
る
時
期
ま
で
は
「
儒
先
の
正
伝
」
が
守
ら
れ
て
5
き
た
が
、
陳
献
章
と
王
守
仁
と
が
学
術
を
分
裂
さ
せ
た
と
書
く
。
両
著
に
お
い
て
、
白
沙
お
よ
び
陽
明
に
対
す
る
評
価
は
正
反
対
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
二
名
の
活
動
を
思
想
史
の
転
換
点
と
す
る
見
方
そ
れ
自
体
は
共
通
す
る
。
さ
て
、
本
論
で
は
限
ら
れ
た
分
量
の
明
代
「
性
学
策
」
に
し
か
検
討
を
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
展
開
を
、
或
る
社
会
的
心
性
の
変
遷
と
し
て
捉
え
得
る
可
能
性
は
示
せ
た
と
考
え
る
。
そ
の
心
性
と
は
、
上
述
の
と
お
り
、
性
理
学
的
知
識
を
類
型
化
し
て
把
握
し
か
っ
そ
の
思
考
態
度
に
安
住
す
る
習
慣
を
指
す
。
明
代
前
半
の
「
性
学
策
」
は
そ
う
し
た
心
性
を
形
成
す
る
要
因
と
も
な
り
、
ま
た
そ
の
心
性
が
は
た
ら
く
場
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
故
に
「
性
学
策
」
は
形
骸
化
傾
向
を
免
れ
ず
、
中
期
以
降
は
「
性
学
策
」
内
部
に
お
い
て
そ
れ
を
克
服
す
る
試
み
が
あ
ら
わ
れ
、
し
か
し
そ
の
周
囲
に
は
「
自
得
」
の
立
場
か
ら
す
る
批
判
も
ま
た
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
「
性
学
策
」
は
か
か
る
立
場
を
取
り
込
み
、
模
倣
す
る
心
性
の
超
克
を
謀
る
と
と
も
に
、
「
自
得
」
の
論
理
的
可
能
性
を
も
追
究
す
る
方
向
に
進
ん
だ
。
こ
こ
に
言
一
う
周
囲
の
批
判
者
が
白
沙
の
、
「
自
得
」
を
「
性
学
策
」
に
吸
収
し
た
人
士
の
ひ
と
り
が
陽
明
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
弟
で
あ
っ
た
こ
と
も
本
論
に
述
べ
た
。
陳
王
両
学
の
思
想
史
的
意
義
を
単
純
に
図
式
化
す
る
意
図
は
ま
っ
た
く
な
い
。
両
学
が
批
判
し
た
と
さ
れ
る
「
成
説
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
正
体
を
見
極
め
た
い
だ
け
で
あ
り
、
本
論
で
は
、
そ
れ
を
「
明
代
的
朱
子
学
」
と
概
括
す
る
以
上
に
は
動
態
的
に
か
つ
限
定
8
し
て
描
き
得
た
と
思
う
。
挙
例
は
省
く
が
、
『
学
案
』
に
し
て
も
『
明
5
史
』
に
し
て
も
科
挙
批
判
の
精
神
と
正
当
な
学
問
活
動
と
を
無
媒
介
に
結
合
し
て
理
解
す
る
。
真
の
学
術
は
科
挙
の
外
部
に
お
い
て
の
み
営
ま
れ
る
と
主
張
す
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
は
明
末
清
初
期
に
独
自
の
批
判
運
動
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
科
挙
を
め
ぐ
る
そ
の
時
ど
き
の
情
勢
は
、
明
人
の
心
性
と
絡
み
あ
い
な
が
ら
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
同
時
代
性
を
こ
そ
的
確
に
見
定
め
る
必
要
が
ゆ
拍
司
令
。『
学
案
』
「
泰
州
学
案
」
は
、
王
艮
(
心
斎
、
に
包
H
E
C
)
や
玉
畿
(
龍
渓
、
に
沼
田
∞
品
)
が
陽
明
の
弟
子
と
な
っ
た
と
と
で
王
学
が
「
天
下
に
風
行
し
」
、
そ
れ
と
同
時
に
か
れ
ら
を
原
因
と
し
て
「
漸
く
其
の
伝
を
失
」
っ
た
と
言
う
。
嘉
靖
三
十
七
年
目
包
江
西
郷
試
の
策
問
第
一
一
間
が
批
判
す
る
の
は
、
そ
の
か
れ
ら
に
発
す
る
良
知
現
成
説
で
あ
り
、
同
様
の
批
判
は
、
万
暦
の
「
性
学
策
」
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
語
。
と
は
い
え
「
自
得
」
を
主
題
と
す
る
「
性
学
策
」
は
概
し
て
王
学
に
親
和
的
な
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
関
係
者
の
す
べ
て
を
王
学
の
徒
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
嘉
靖
期
以
降
の
「
性
学
策
」
に
は
、
陽
明
が
開
発
し
た
思
考
方
法
を
、
限
定
的
な
形
で
「
天
下
」
に
浸
透
さ
せ
る
力
が
備
わ
っ
て
い
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
王
学
「
風
行
」
の
内
実
が
関
わ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
嘉
婿
と
万
暦
と
に
お
け
る
「
性
学
策
」
の
異
同
や
天
啓
以
降
の
策
題
の
展
開
を
も
含
め
て
、
そ
れ
ら
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
、主
(
l
)
こ
こ
で
は
中
華
再
造
善
本
(
北
京
図
書
館
書
籍
出
版
社
、
8
8
年
9
月
)
影
印
の
円
沙
書
院
本
の
構
成
に
従
う
。
な
お
四
庫
全
書
本
で
は
こ
の
箇
所
は
前
集
第
一
巻
に
載
る
。
(2)
か
か
る
認
識
の
形
成
に
関
連
し
て
は
、
ヒ
ル
デ
・
デ
・
ヴ
ィ
1
ル
ド
ト
(
高
津
孝
訳
)
「
南
宋
科
挙
の
学
術
史
」
(
『
中
国
ー
ー
ー
社
会
と
文
化
』
n、
N
C
E
吋
年
6
月
)
参
照
。
(3)
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
NDg年
1
月
、
第
8
章
「
対
策
」
の
対
策
|
|
科
挙
と
出
版
|
|
。
こ
と
で
は
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
明
抄
本
「
太
平
金
鏡
策
』
を
用
い
る
。
(4)
正
徳
十
四
年
田
区
の
自
序
を
冠
す
る
許
諾
『
性
学
編
』
〔
中
国
子
学
名
著
集
成
第
ω冊
)
は
、
当
時
に
お
け
る
「
性
学
」
理
解
を
総
合
し
た
書
物
だ
と
み
な
せ
る
。
馬
淵
昌
也
「
明
清
時
代
に
お
け
る
人
性
論
の
展
開
と
許
諾
」
(
『
中
国
哲
学
研
究
』
創
刊
号
、
H
U
U
D
年
3
月
)
参
照
。
ま
た
『
増
訂
二
三
場
群
書
備
考
」
(
四
庫
禁
般
書
叢
刊
補
編
第
位
冊
)
は
巻
頭
に
山
田
市
禎
十
五
年
同
白
鳥
の
序
文
を
附
し
、
そ
の
第
一
巻
は
「
聖
製
・
聖
学
・
道
学
・
性
学
」
以
下
す
べ
て
二
十
二
の
項
目
か
ら
成
る
。
(5)
本
稿
で
は
中
華
害
局
本
『
明
儒
学
案
』
を
用
い
る
。
(6)
性
理
大
全
書
が
依
拠
し
た
書
物
に
関
し
て
は
、
吾
妻
重
二
「
「
性
理
大
全
』
の
成
立
と
『
朱
子
成
書
』
」
(
初
出
虫
色
町
年
、
の
ち
『
宋
代
思
想
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
呂
田
由
年
3
月
、
所
収
)
。
(
7
)
前
掲
宮
氏
著
、
参
照
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
よ
る
考
察
で
あ
る
。
(
8
)
該
書
努
頭
に
は
、
至
正
元
年
口
出
六
月
、
江
西
吉
安
の
劉
貞
仁
が
記
し
た
「
三
場
文
選
序
」
が
載
る
。
(
9
)
『
胡
文
穆
公
文
集
』
(
四
庫
存
目
被
害
集
部
第
お
冊
)
巻
十
八
。
(
叩
)
こ
の
時
の
主
考
官
が
梁
潜
と
王
洪
と
で
あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
『
皇
明
貫
挙
考
』
巻
三
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
。
存
自
史
部
第
N
白
由
冊
等
所
収
の
斯
蓄
の
概
要
は
、
鶴
成
久
章
「
明
・
張
朝
瑞
撰
『
皇
明
貫
挙
考
』
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
」
(
『
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢
』
別
冊
特
集
号
、
M
g
吋
年
6
月
)
参
照
。
(
日
)
『
天
一
閣
蔵
明
代
科
挙
録
選
刊
・
会
試
録
』
(
寧
波
出
版
社
、
N
ロ
ミ
年
日
月
)
所
収
。
以
下
「
選
刊
・
会
」
と
略
称
す
る
。
こ
の
時
の
主
考
官
は
黄
准
と
王
直
と
で
あ
る
。
(
ロ
)
続
修
四
庫
全
書
第
呂
田
冊
。
(
日
)
「
選
刊
・
会
」
所
収
。
(M)
『
皇
明
貫
挙
考
』
巻
三
の
同
年
の
項
目
に
も
「
心
性
之
弁
・
慎
独
之
功
」
と
は
記
さ
れ
る
が
、
「
刊
」
(
程
文
刊
刻
の
意
)
と
の
註
記
は
な
い
。
(
日
)
巻
九
「
治
国
平
天
下
之
要
」
「
正
百
官
」
「
清
入
仕
之
路
」
註
記
所
掲
紛
の
一
段
。
丘
溶
の
著
作
は
『
丘
文
荘
公
叢
書
』
(
同
輯
印
委
員
会
、
H
ミ
N
三
年
2
月
)
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
す
る
。
稿
(
日
)
「
選
刊
・
会
」
所
収
。
主
考
官
は
銭
習
礼
と
馬
愉
で
あ
る
。
史
(
口
)
「
選
刊
・
会
」
所
収
。
釦
(
W
U
)
『
醇
喧
全
集
』
(
山
西
人
民
出
版
社
、
足
き
年
8
月
)
「
行
実
録
」
巻
学
一
所
収
「
行
状
」
。
本
論
に
お
い
て
醇
遣
の
文
章
は
全
集
本
を
用
い
る
。
円
閤
再
錫
は
、
天
順
年
問
、
因
子
監
丞
に
就
い
て
い
た
時
期
、
二
程
の
「
遺
体
言
」
を
集
め
、
そ
れ
に
「
ニ
程
全
書
」
と
名
づ
η
て
刊
行
し
た
(
李
賢
内
「
ニ
程
全
書
序
」
四
庫
全
書
本
「
古
穣
集
』
巻
八
)
。
明
(
閉
山
)
そ
の
典
拠
は
『
朱
文
公
文
集
」
巻
三
十
二
巻
末
の
「
答
張
欽
夫
」
書
。
(
初
)
『
読
書
続
録
』
巻
二
「
朱
子
所
謂
動
静
各
止
其
所
、
而
皆
主
夫
静
、
即
周
子
定
之
以
中
正
仁
義
而
主
静
之
意
、
蓋
中
也
仁
也
動
也
、
正
也
義
也
59 
静
也
、
仁
義
中
正
、
動
静
周
流
、
而
常
主
夫
静
、
則
動
静
各
止
其
所
突
」
。
(
紅
)
こ
の
試
録
の
場
合
、
五
経
義
の
「
書
」
、
第
二
場
の
「
表
」
の
程
文
に
も
作
者
名
が
記
さ
れ
な
い
。
(
幻
)
『
皇
明
貢
挙
考
』
巻
一
は
王
袈
(E815Nh)
の
『
吾
学
編
』
を
引
用
し
で
か
く
言
う
。
「
今
科
場
雌
兼
策
論
、
而
百
年
之
問
主
司
所
重
、
惟
在
経
義
、
士
之
所
習
、
亦
唯
経
義
、
以
為
経
既
通
、
別
策
論
可
無
挨
乎
習
由
民
、
近
年
頗
重
策
論
、
而
士
習
既
成
、
亦
難
弊
変
」
。
(
幻
)
井
上
進
「
明
末
の
出
版
統
制
と
そ
の
後
」
(
『
東
洋
史
研
究
報
告
』
辺
、
Ncg
年
3
月
)
。
『
明
孝
宗
実
録
』
巻
-
五
七
所
収
の
上
奏
文
で
あ
る
。
(M)
「
論
教
化
六
事
疏
」
(
『
桃
渓
浄
稿
」
巻
二
十
五
、
存
自
集
部
第
お
冊
)
。
(
お
)
『
眉
山
新
編
十
七
史
策
略
』
。
(
お
)
前
掲
宮
氏
著
品
匂
頁
、
参
照
。
(
幻
)
存
目
集
部
第
M
冊
。
同
書
の
自
序
に
よ
る
。
(
お
)
「
明
代
登
科
録
奨
編
』
(
学
生
害
局
、
巳
S
年
ロ
月
。
以
下
「
裳
編
」
と
略
称
)
第
3
冊
所
収
。
(
却
)
「
葉
編
」
第
2
冊
所
収
。
朱
嘉
『
中
庸
章
句
』
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
る
程
氏
語
「
此
篇
乃
孔
門
伝
授
心
法
」
に
も
と
づ
く
問
題
文
で
あ
る
。
(
初
)
『
皇
明
貢
挙
考
』
巻
一
「
挙
人
程
文
」
。
(
出
)
『
皇
明
貢
挙
考
』
巻
一
「
文
体
」
。
『
憲
章
録
』
か
ら
の
引
用
。
(
犯
)
中
国
子
学
名
著
集
成
第
刊
冊
。
(
お
)
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
楼
刊
第
戸
田
冊
。
(
鈍
)
「
法
言
』
を
含
む
『
四
子
書
』
の
影
印
本
が
、
存
自
子
部
第
忌
N
冊
に
収
め
ら
れ
る
。
(
お
)
「
大
学
術
義
補
』
巻
九
。
(
お
)
「
選
刊
・
会
」
所
収
。
中
山
八
郎
「
唐
寅
と
考
試
」
・
「
弘
治
十
二
年
60 
E
S
会
試
の
策
題
第
三
に
つ
い
て
|
|
「
唐
寅
と
考
試
」
訂
謬
|
|
」
・
「
唐
寅
と
考
試
|
|
弘
治
十
二
年
会
試
策
題
第
三
に
つ
い
て
|
|
再
訂
」
(
初
出
巴
コ
・
3
・
a年
、
す
べ
て
「
明
清
史
論
集
』
汲
古
書
院
、
5
8
年
日
月
、
所
収
)
参
照
。
(
訂
)
四
庫
全
書
本
『
筆
域
文
集
』
巻
十
に
、
聖
製
・
風
俗
・
先
儒
批
評
・
治
世
名
実
・
民
兵
に
つ
い
て
問
う
会
試
策
関
五
道
が
載
る
。
(
お
)
続
修
四
庫
第
呂
田
冊
所
収
六
巻
本
。
(
鈎
)
吉
田
公
平
「
主
陽
明
の
「
朱
子
晩
年
定
論
』
に
つ
い
て
」
(
初
出
呂
田
年
、
の
ち
増
訂
の
う
え
『
陸
象
山
と
王
陽
明
』
研
文
出
版
、
H
U
8
年
7
月、
ml三
、
所
収
)
参
照
。
(
刊
)
『
室
激
文
集
』
に
は
正
徳
二
年
目
ミ
の
序
刊
本
が
あ
る
。
(
H
H
)
『
筆
敬
文
集
』
巻
三
十
七
「
書
朱
子
所
輿
先
世
二
番
後
」
。
(
必
)
そ
の
影
印
本
が
四
部
叢
刊
本
で
あ
る
。
(
必
)
四
庫
全
書
本
『
未
軒
文
集
』
巻
一
一
「
伊
洛
淵
源
録
新
増
序
」
、
同
巻
四
「
書
新
刊
大
学
中
庸
章
句
或
間
後
」
、
同
「
書
霊
刊
通
鑑
前
編
後
」
、
同
「
書
新
刻
資
治
通
鑑
綱
目
後
」
。
張
元
禎
の
証
言
は
『
東
白
張
先
生
文
集
』
(
存
自
補
編
第
万
冊
)
巻
七
「
送
江
西
提
学
金
憲
黄
先
生
致
政
帰
南
陽
序
」
、
同
巻
九
「
資
治
適
鑑
網
目
新
刻
序
」
。
(
叫
)
張
元
楢
撰
「
行
状
」
、
王
謹
撰
「
神
道
碑
銘
」
(
と
も
に
『
東
白
張
先
生
文
集
』
附
録
)
。
(
何
)
そ
れ
に
拠
る
影
印
本
が
中
文
出
版
社
版
『
語
類
』
で
あ
る
。
(
必
)
『
(
稿
本
)
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
(
斉
魯
書
社
、
N
S
M
年
4
月
)
か
ら
抜
き
出
せ
ば
、
「
二
程
全
書
」
に
は
成
化
十
二
年
刊
段
堅
本
が
あ
り
(
子
部
、
叶
由
ω
頁
)
、
「
象
山
先
生
文
集
」
に
は
成
化
陸
和
・
陳
復
等
刻
本
が
あ
る
(
集
部
、
H
N
∞ω
頁)。
(
幻
)
「
批
編
」
第
3
冊
所
収
。
林
光
と
孫
鎗
と
が
主
考
官
を
勤
め
た
。
(
必
)
「
提
編
」
第
4
冊
所
収
。
王
撃
と
劉
忠
と
が
主
考
官
を
勤
め
た
。
(
必
)
『
唆
台
詩
文
会
稿
』
巻
九
。
(
印
)
同
前
巻
八
「
大
学
私
試
策
間
三
首
」
。
(
日
)
「
明
儒
学
案
」
巻
四
十
五
「
行
状
」
。
四
庫
全
書
本
『
定
山
集
』
「
補
遺
」
唐
守
勲
撰
「
墓
碑
銘
」
参
照
。
(
招
)
『
定
山
集
』
巻
八
「
大
梁
書
院
記
」
。
同
巻
六
「
近
思
録
序
」
参
照
。
(
臼
)
中
華
書
局
本
『
陳
献
章
集
」
附
録
張
詔
撰
「
行
状
」
等
。
(M)
『
束
所
先
生
文
集
』
(
存
日
集
部
第
四
叫
冊
)
巻
一
一
「
論
孟
或
問
序
」
。
(
日
)
「
未
軒
文
集
』
巻
四
「
書
新
刊
大
学
中
庸
章
句
或
間
後
」
。
(
白
山
)
「
明
儒
学
案
』
「
白
沙
学
案
」
や
「
諸
儒
学
案
」
上
に
そ
の
事
例
が
減
る
。
成
化
二
年
E
窓
会
試
状
元
の
羅
倫
(EUHla)
が
五
年
以
降
、
帰
郷
し
朱
子
学
を
実
践
す
る
な
か
白
沙
た
ち
と
交
流
し
た
事
実
は
象
徴
的
で
あ
る
。
馬
淵
昌
也
「
羅
倫
の
立
場
|
|
明
代
前
半
期
儒
教
士
大
夫
の
存
在
様
態
|
|
」
(
『
専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
』
却
、
昌
也
由
年
3
月
)
、
参
照
。
(
貯
)
「
選
刊
・
会
」
所
収
。
主
考
官
は
蒋
昆
と
石
稲
で
あ
る
。
(
回
)
鶴
成
久
章
「
嘉
靖
二
年
会
試
の
策
題
に
お
け
る
陽
明
学
批
判
に
つ
い
て
」
(
「
九
州
中
国
学
会
報
』
必
、
N
E
C
吋
年
5
月)。
(
的
)
嘉
靖
七
年
漸
江
郷
試
策
問
第
三
間
の
程
策
と
批
語
も
同
案
。
(ω)
陽
明
後
学
文
献
叢
書
本
『
欧
陽
徳
集
』
巻
十
。
文
集
の
同
巻
に
は
こ
の
時
の
「
程
論
」
も
収
め
る
。
た
だ
し
「
選
刊
・
会
」
所
収
の
試
録
は
程
論
の
作
者
を
尤
烈
と
記
す
。
(
臼
)
「
選
刊
・
会
」
所
収
。
主
応
時
は
福
建
永
福
県
の
出
身
で
あ
り
、
こ
の
年
の
登
科
録
に
よ
れ
ば
三
十
四
歳
で
の
登
第
で
あ
る
。
乾
隆
『
永
福
県
志
」
に
、
か
れ
は
雲
南
按
察
使
を
勤
め
た
と
記
さ
れ
る
も
の
の
立
伝
は
さ
れ
ず
、
そ
の
思
想
傾
向
も
不
明
で
あ
る
。
(
印
)
主
畿
に
よ
る
「
苔
人
今
日
致
知
功
夫
不
得
力
、
第
一
意
見
為
害
最
量
、
意
見
是
良
知
之
賊
」
(
陽
明
後
学
文
献
叢
書
本
「
王
畿
集
』
附
録
二
「
龍
渓
会
話
」
「
沖
元
会
紀
」
)
と
の
発
言
は
有
名
で
あ
る
。
(
臼
)
『
欧
陽
徳
集
』
巻
一
「
答
徐
少
湖
、
(
山
田
)
支
大
論
『
支
翠
平
先
生
集
』
(
存
目
集
部
第
混
同
冊
)
巻
二
十
「
郷
試
策
五
道
嘉
靖
甲
子
(
四
十
三
年
)
科
(
墨
巻
)
」
の
「
道
統
策
」
や
、
劉
文
卿
『
直
洲
先
生
文
集
』
(
存
目
集
部
第
コ
N
冊
)
巻
一
ニ
「
程
策
」
附
策
問
(
万
暦
二
十
二
年
河
南
郷
試
)
「
四
間
性
理
」
。
(
閃
)
「
設
編
」
第
四
冊
所
収
。
(
的
)
「
倫
或
窺
見
此
体
、
而
不
知
功
夫
為
何
事
、
言
下
承
当
、
見
処
想
像
、
而
一
切
成
心
習
気
、
反
覆
於
躯
殻
之
私
、
而
英
之
悟
滞
、
則
亦
虚
見
而
紛
己
耳
」
。
三
(
貯
)
「
集
編
」
第
別
冊
所
収
。
稿
(
m
m
)
「
自
得
之
学
、
得
其
所
未
嘗
言
者
而
己
、
未
嘗
言
者
、
謂
之
至
言
、
得
史
其
未
嘗
一
盲
者
、
謂
之
真
知
、
吾
方
求
真
知
之
不
暇
也
、
文
何
暇
置
異
同
制
之
弁
於
其
問
哉
」
。
晶子
(ω)
「
吾
読
嘉
以
前
文
多
見
親
、
万
以
後
多
見
職
、
嘉
以
前
如
烏
鵠
也
、
白
円
者
自
白
、
黒
者
白
黒
、
見
預
者
多
、
有
真
稔
者
存
也
、
万
以
来
如
時
鳥
之
雌
雄
同
命
、
黒
白
之
名
而
不
能
分
其
物
也
」
(
『
陸
庵
稿
』
巻
六
「
選
問
歴
科
程
昼
漫
書
」
第
三
燥
、
禁
般
書
態
刊
集
部
第
臼
冊
)
。
か
れ
の
生
明
涯
な
ど
に
関
し
て
は
、
金
文
京
「
湯
賓
罪
と
明
末
の
商
業
出
版
」
(
荒
井
健
編
『
中
華
文
人
の
生
活
』
忌
定
年
1
月
、
平
凡
社
)
参
照
。
(
叩
)
万
暦
三
十
四
年
山
東
郷
試
策
第
三
問
、
同
三
十
七
年
河
南
郷
試
策
61 
第
四
問
(
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
皇
明
策
程
文
選
』
巻
二
十
二
、
二
十
四
、
所
収
)
、
万
暦
三
十
八
年
科
挙
の
探
花
で
あ
っ
た
銭
謙
益
の
文
集
所
収
の
会
試
墨
巻
な
ど
。
(
補
注
)
同
書
は
「
(
稿
本
)
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
5
S
頁
に
成
化
二
十
年
間
判
藩
刻
本
が
採
録
さ
れ
、
ま
た
そ
の
重
刊
に
関
し
て
は
部
宝
「
容
春
堂
集
』
(
四
庫
全
書
本
)
前
集
巻
十
四
所
収
の
序
文
、
参
照
。
(
本
論
は
科
研
費
Z
U
N
g
E
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
J
